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由布高校
日本一おめでとう !
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快
挙

第32回全国高等学校総合文化祭の郷土芸能部門で
日本一（文部科学大臣賞を受賞）に輝いた由布高校
神楽部の「貴見城」（東京国立劇場にて）

！！



平
成
20
年 

第
２
回
臨
時
議
会（
７
月
30
日
）

平
成
20
年 

第
３
回
臨
時
議
会（
８
月
８
日
）

平
成
20
年 

第
3
回
定
例
議
会
８
月
19
日
〜
８
月
29
日（
11
日
間
）

■
教
育
委
員
会
委
員
の
罷
免

　
　

由
布
市
教
育
委
員
会
委
員
二

宮
政
人
を
�
教
育
委
員
会
委
員

か
ら
罷
免
す
る
も
の
�
罷
免
理

由
は
�
�
�
大
分
県
教
育
委
員

会
審
議
監
と
し
て
在
職
中
の
�

収
賄
容
疑
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
�

由
布
市
教
育
行
政
に
多
大
な
混

乱
と
停
滞
�
著
し
く
信
用
失
墜

を
招
く
な
ど
�
委
員
た
る
に
適

し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
る

た
め
�
�
全
員
一
致
で
罷
免
に

同
意
し
た
�

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
任
期
が
平
成
20
年
11
月

17
日
に
満
了
す
る
た
め
�
永
松

良
雄
氏
�
庄
内
町
在
住
�
を
再

選
任
す
る
事
に
同
意
す
る
も
の
�

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　

欠
員
と
な
�
て
い
る
教
育
委

員
会
委
員
に
�
清
永
直
孝
氏
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の
�
清
永
氏
は
昭
和
10
年
生
ま

れ
�
挾
間
町
在
住
�
石
城
西
部

小
学
校
�
湯
布
院
中
学
校
�
挾

間
中
学
校
の
校
長
を
歴
任
�
合

併
直
後
に
は
由
布
市
初
代
教
育

長
と
し
て
１
年
半
勤
め
た
�

 

な
お
�
こ
の
議
会
同
意
の
後
�

由
布
市
教
育
委
員
会
は
清
永
氏

を
由
布
市
教
育
長
に
選
任
し
た
�

■
監
査
委
員
の
選
任

　
　

前
任
者
の
辞
表
提
出
に
よ
り

欠
員
と
な
�
て
い
た
監
査
委
員

に
�
佐
藤
健
治
氏
を
選
任
す
る

も
の
�
佐
藤
健
治
氏
は
昭
和
13

年
生
ま
れ
�
挾
間
町
在
住
�

旧
・
挾
間
町
職
員
と
し
て
議
会

事
務
局
長
�
総
務
課
長
を
歴
任
�

定
年
退
職
後
に
は
旧
挾
間
町
の

助
役
�
お
よ
び
合
併
直
後
に
は

由
布
市
長
職
務
執
行
者
を
歴
任
�

■
副
市
長
の
選
任

　
　

前
・
副
市
長
の
急
逝
に
よ
り

欠
員
と
な
�
て
い
た
副
市
長
に

清
水
嘉
彦
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
す
る
も
の
�
清
水
氏
は

昭
和
29
年
生
ま
れ
�
湯
布
院
町

在
住
�
大
分
県
職
員
と
し
て
日

田
土
木
事
務
所
�
企
画
部
副
主

幹
�
土
木
建
築
部
主
幹
を
歴
任
�

平
成
17
年
に
退
職
後
�
湯
平
温

泉
に
て
実
家
の
旅
館
業
を
営
ん

で
い
た
�

■
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入
に
つ
い
て

　
　

湯
布
院
の
消
防
署
に
配
備
す

る
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入
に
つ
い
て
�
購
入
金
額

と
購
入
先
に
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
�

　
　

�
地
方
自
治
法
第
96
条
�
及

び
�
由
布
市
有
財
産
条
例
�
で
�

市
が
予
定
価
格
２
千
万
円
以
上

の
物
を
売
買
す
る
際
に
は
�
議

会
の
議
決
が
必
要
と
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
�

　
　

今
回
の
購
入
に
つ
い
て
は
�

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１

台
�
購
入
金
額
４
�
２
５
２
万

５
千
円
�
消
費
税
込
み
�
�
購

入
先
は(

株)

大
分
消
防
防
災
よ

り
�

■
平
成
19 
年
度
決
算
に
お
け
る
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て

　

�
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
�
が
平
成

19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
�
来
年

�
平
成
21
年
４
月
�
よ
り
施
行

さ
れ
る
の
に
伴
い
�
各
自
治
体

の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
等
の
財
政
指

標
の
数
値
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
�
た
も
の
�
由
布

市
の
財
政
健
全
化
比
率
に
つ
い

て
は
�
平
成
19
年
度
の
決
算
に

基
づ
き
�
左
の
通
り
報
告
さ
れ

た
�

■
由
布
市
み
ら
い
ふ
る
さ
と
基
金

条
例
の
制
定

　

�
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
�
の
制

定
に
伴
い
�
全
国
の
方
々
か
ら

住
民
税
の
一
部
を
由
布
市
に
寄

付
と
し
て
納
入
し
て
も
ら
い
�

由
布
市
を
守
り
�
育
て
�
元
気

づ
け
る
施
策
の
推
進
に
活
用
で

き
る
よ
う
�
基
金
を
設
置
す
る

も
の
�

■
大
分
市
・
別
府
市
・
杵
築
市
・
九

重
町
・
日
出
町
・
中
津
市
と
由
布

市
と
の
証
明
書
等
の
交
付
等
に

　

係
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

　　

由
布
市
が
大
分
市
�
別
府
市
�

中
津
市
�
杵
築
市
�
九
重
町
�

日
出
町
の
４
市
２
町
と
相
互
に

事
務
委
託
を
行
な
�
て
い
る

�
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
�
ビ

ス
�
に
つ
い
て
�
戸
籍
を
除
籍

に
な
�
て
い
る
方
も
こ
れ
ら
自

治
体
窓
口
で
証
明
書
等
の
交
付

が
受
け
ら
れ
る
様
に
す
る
も
の
�

健全化判断比率
項目 由布市の状況 基準となる比率

①実質赤字比率 5.51 13.39以下
②連結実質赤字比率 18.78 18.39
③実質公債費比率 13.3 25.0
④将来負担比率 92.7 350.0

由布市はいずれも「基準となる比率」を下回っ
ています。

例
年
、９
月
に
開
か
れ
る
第
３
回
定
例
議
会
が
、今
年
は
９
月

に
お
お
い
た
国
体
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、今
年
に
限
り
、８
月
中

に
繰
上
げ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2008.9 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 ２３

が
開
か
れ
ま
し
た
。

副
市
長
に
は

　

 
清
水
嘉
彦
氏

教
育
委
員
に

　

 

清
永
直
孝
氏

監
査
委
員
に

　

 

佐
藤
健
治
氏

新
し
い
消
防
自
動
車
に
！

由
布
市
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

由
布
市
の
応
援
団
募
集

ふ
る
さ
と
納
税
を
由
布
市
に

前副市長の急逝、前教育長の罷免、前監査委員の辞職により、 空席となっていた副市長、教育長、監査委員の特別職について、
後任の人事議案が決まり、由布市の特別職人事体制が整いま した。

新・副市長、教育長、　監査委員が揃い踏み！　新・副市長、教育長、　監査委員が揃い踏み！　

由布市議会だより 2008.9３

清水 嘉彦氏

清永 直孝氏

佐藤 健治氏

△
△ 以下

以下
以下

さとう

きよなが

しみず よしひこ

なおたか

けんじ
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新・副市長、教育長、　監査委員が揃い踏み！　新・副市長、教育長、　監査委員が揃い踏み！　
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弥
子

　
　
　

議
員
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田
中
真
理
子

　
　
　

議
員

平成１９年度由布市水道事業会計収支決算の認定について

収益的収入及び支出

●収　入 （単位：円，消費税込み）

科　　目 予算額

5億18,81万6,000

32,07万2,000

8万5,000

5億50,97万3,000

決算額

5億15,58万3,337

32,22万4,302

8万3,500

5億47,89万1,139

●支　出
科　　目 予算額 決算額

4億37,76万5,000

1億08,72万3,000

3,76万8,000

71万7,000

5億50,97万3,000

4億16,92万7,176

1億03,71万8,022

3,76万4,480

0

5億24,40万9,678

資本的収入及び支出

●収　入 （単位：円，消費税込み）

科　　目 予算額

1,000

1,000

55万3,000

1,000

17,23万2,000

17,78万8,000

決算額

0

0

55万2,300

0

17,23万2,000

17,78万4,300

●支　出
科　　目 予算額 決算額

81,27万7,000

1億50,27万6,000

2億31,55万3,000

78,92万3,264

1億50,27万5,252

2億29,19万8,516

営 業 収 益

営業外収益

特 別 利 益

計

営 業 費 用

営業外費用

特 別 損 失

予 備 費

計

企 業 債

工 事 負 担 金

消火栓建設受託金

固定資産売却代金

他会計補助金

計

建 設 改 良 費

企業債償還金

計

認
定

　平成１９年度水道事業損益計算書の収益的収入及び支出・資本的収入及び支出の決算金額は、別表の通りです。

　水道事業会計の決算認定については公営企業法で「当該事業年度の終了後、三ヶ月を経過した後において最初に召集される定

例議会で監査委員の意見を付して議会の認定に付さなければならない」となっている。この規定から今議会に付され審議を行っ

た。

[収益的収入及び支出]
　収入から支出を差引くと当年度の純利益６５２万円（消費税抜き）です。前年度に比較すると３６１万９千円の減となっています。

　またこの純利益に前年度繰越利益剰余金６億４，３６２万５，４５６円を加えた金額７，０１４万５，００５円が当年度未処分利

益剰余金となります。

　この当年度未処分利益剰余金については、地方公営企業法第３２条第１項に基づき、減債積立金６００万円を積み立て、残額の

６，４１４万５，００５円を翌年度繰越利益剰余金にするものです。

[資本的収入及び支出]
　収入より支出を差引いた不足額２億１，１４１万４，２１６円は、減債積立金３，０００万円、建設改良積立金６，３００万円、過年

度損益勘定留保資金１億１，５２１万９９８円、消費税及び地方消費税等資本的収支調整額３２０万３，２１８円で補填しています。

　

平成19年度

水道会計決算水道会計決算

監査委員から「水道事業会計決算審査意見書」より監査委員から「水道事業会計決算審査意見書」より
①給水量に対する有収量の割合を示す有収率は８０．５％で、前年度に比べ４．４ポイント下落しており改善
が必要で、引き続き、定期的な漏水調査や老朽管の更新等により有収率の向上を図ること。
②給水収益に占める企業債の元利償還金比率が、５３・６％と極めて憂慮すべき事態となっている。
　また過年度未納額が２，９４９万３千円、挾間地区の南部谷地区加入金立替金の未収額９１４万２千円が
あり徴収に向け早急に対策を講じること。

■H20年度一般会計（補正第2号）
補正額　　 1億6,180万7千円
累計額　   149億483万8千円

■H20年度特別会計

（単位 千円）

主な歳入補正
特定防衛施設周辺整備等事業補助金   26,001
国庫合併対策事業費補助金  △21,779

主な歳出補正
地域振興費塚原集会所等工事費   51,500
急傾斜地対策対策工事費（時松地区）   4,997
イノシシ被害防止対策事業補助金   1,267
道路維持工事費  30,000
幼稚園臨時職員賃金（半年分３名） 　  3,753

国民健康保険
補正額 累計額
121,430 4,291,934

老人保健
補正額 累計額

73,628 518,986
介護保険

補正額 累計額
36,096 3,007,764

補正予算

（水道の営業事業を行うための経費） （水道事業を行うための設備投資に要する経費）

先に不安が残
る水道会計
滞納者多く、2

0％の漏水が
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平成１９年度由布市水道事業会計収支決算の認定について

収益的収入及び支出

●収　入 （単位：円，消費税込み）

科　　目 予算額

5億18,81万6,000

32,07万2,000

8万5,000

5億50,97万3,000

決算額

5億15,58万3,337

32,22万4,302

8万3,500

5億47,89万1,139

●支　出
科　　目 予算額 決算額

4億37,76万5,000

1億08,72万3,000

3,76万8,000

71万7,000

5億50,97万3,000

4億16,92万7,176

1億03,71万8,022

3,76万4,480

0

5億24,40万9,678

資本的収入及び支出

●収　入 （単位：円，消費税込み）

科　　目 予算額

1,000

1,000

55万3,000

1,000

17,23万2,000

17,78万8,000

決算額

0

0

55万2,300

0

17,23万2,000

17,78万4,300

●支　出
科　　目 予算額 決算額

81,27万7,000

1億50,27万6,000

2億31,55万3,000

78,92万3,264

1億50,27万5,252

2億29,19万8,516

営 業 収 益

営業外収益

特 別 利 益

計

営 業 費 用

営業外費用

特 別 損 失

予 備 費

計

企 業 債

工 事 負 担 金

消火栓建設受託金

固定資産売却代金

他会計補助金

計

建 設 改 良 費

企業債償還金

計

認
定

　平成１９年度水道事業損益計算書の収益的収入及び支出・資本的収入及び支出の決算金額は、別表の通りです。

　水道事業会計の決算認定については公営企業法で「当該事業年度の終了後、三ヶ月を経過した後において最初に召集される定

例議会で監査委員の意見を付して議会の認定に付さなければならない」となっている。この規定から今議会に付され審議を行っ

た。

[収益的収入及び支出]
　収入から支出を差引くと当年度の純利益６５２万円（消費税抜き）です。前年度に比較すると３６１万９千円の減となっています。

　またこの純利益に前年度繰越利益剰余金６億４，３６２万５，４５６円を加えた金額７，０１４万５，００５円が当年度未処分利

益剰余金となります。

　この当年度未処分利益剰余金については、地方公営企業法第３２条第１項に基づき、減債積立金６００万円を積み立て、残額の

６，４１４万５，００５円を翌年度繰越利益剰余金にするものです。

[資本的収入及び支出]
　収入より支出を差引いた不足額２億１，１４１万４，２１６円は、減債積立金３，０００万円、建設改良積立金６，３００万円、過年

度損益勘定留保資金１億１，５２１万９９８円、消費税及び地方消費税等資本的収支調整額３２０万３，２１８円で補填しています。

　

平成19年度

水道会計決算水道会計決算

監査委員から「水道事業会計決算審査意見書」より監査委員から「水道事業会計決算審査意見書」より
①給水量に対する有収量の割合を示す有収率は８０．５％で、前年度に比べ４．４ポイント下落しており改善
が必要で、引き続き、定期的な漏水調査や老朽管の更新等により有収率の向上を図ること。
②給水収益に占める企業債の元利償還金比率が、５３・６％と極めて憂慮すべき事態となっている。
　また過年度未納額が２，９４９万３千円、挾間地区の南部谷地区加入金立替金の未収額９１４万２千円が
あり徴収に向け早急に対策を講じること。

■H20年度一般会計（補正第2号）
補正額　　 1億6,180万7千円
累計額　   149億483万8千円

■H20年度特別会計

（単位 千円）

主な歳入補正
特定防衛施設周辺整備等事業補助金   26,001
国庫合併対策事業費補助金  △21,779

主な歳出補正
地域振興費塚原集会所等工事費   51,500
急傾斜地対策対策工事費（時松地区）   4,997
イノシシ被害防止対策事業補助金   1,267
道路維持工事費  30,000
幼稚園臨時職員賃金（半年分３名） 　  3,753

国民健康保険
補正額 累計額
121,430 4,291,934

老人保健
補正額 累計額

73,628 518,986
介護保険

補正額 累計額
36,096 3,007,764

補正予算

（水道の営業事業を行うための経費） （水道事業を行うための設備投資に要する経費）

先に不安が残
る水道会計
滞納者多く、2

0％の漏水が
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賛成・反対討論賛成・反対討論
請願■「後期高齢者医療制度」の廃止の国への意見書提出を求める請願

（委員長報告：不採択）（採決の結果：賛成少数で不採択）

反 対 賛 成

■西郡均議員

　日本の医療制度は、ＷＨＯで、世界で一

番。しかし今、実施している制度は、市場

原理を採用しようとしている。医療費に対

する国の負担は先進国で最下位である。に

もかかわらず、毎年２、２００億円という

社会保障費を削る、その焦点が医療費であ

る。一旦、前の老人保険制度に戻して、国

民的な合意の出来る新しいシステムをみん

なで考えていくという機会にするために、

この請願は採択して、きちっと国に意見を

届けるべきである。

■吉村幸治議員

　この制度は、高騰する医療費を抑制する

目的で作られたことは明白である。日本を

これまで築いてこられた高齢者への気持ち

を汲み取った制度であるのか問題である。

療養型病床群を減らし、また長期入院者を

減らし、在宅で家族が面倒を看なさいとい

う制度である。色んな意見のなかで、厚労

省も少し改定はしているが、本市議会から

「これを廃止しなさい」という声をあげて

こそ、新しい高齢者にとっての医療制度が

確立すると思う。

■渕野けさ子議員

　昭和48年に老人医療費が急増し、病院がサ

ロン化、社会的入院といった弊害も指摘され

た。また、急激な少子高齢化の問題が起きる

中で、平成14年に、この老健制度を廃止して、

新たな制度を作るという決議がなされた。約

10年以上の抜本改革の議論がなされての今度

の制度である。高齢化もどんどん進んでいる。

ここで廃止するのはいかがなものか、制度を

そのまま生かして、国民のためになるように

運用面で改正をしていただきたい。現に、負

担の軽減等、当面の対応も今出来ている。

様々な立場の方から意見をいただき、それを

国に訴えて、よりよい方向で後期高齢者制度、

長寿医療制度を存続させるべきである。

《原案に反対者の討論》 《原案に賛成者の討論》
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２
６
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タ
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の
漏
れ
�
火

災
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器
�
男
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衣
室
非
常
灯
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湯
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台
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２
６
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械
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熟
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市
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算
�
第
２
号
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落
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が
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ら
れ
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思
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委
員
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議
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ど
う
で
あ
�
た
か
�

�
建
設
水
道
委
員
長
�
採
択
基
準
の

な
か
に
一
戸
で
も
該
当
す
る
と
い
う

条
項
が
あ
り
�
建
設
課
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受
け
付
け
�

県
に
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し
受
理
さ
れ
て
工
事
が
決
ま
�
た

と
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こ
と
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あ
る
�

図
書
館
費
の
補
正
は
�

図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
財
源
が
�
国
の
合

併
補
助
金
が
使
え
る
は
ず
だ
�
た
の
だ
が
使

え
な
く
な
�
た
と
の
こ
と
�
予
算
化
�
当
初

の
財
源
の
精
査
が
雑
で
あ
�
た
と
の
こ
と
だ

が
�
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
�

�
文
教
厚
生
委
員
長
�
当
初
予
算
化

の
段
階
で
�
ど
の
程
度
補
助
金
が
つ

く
の
か
想
定
な
し
で
進
行
し
て
い
た
�

も
�
と
詳
細
な
調
査
を
す
る
の
が
当
然
で
あ

�
た
と
思
う
�
今
後
�
こ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
注
意
を
し

た
と
こ
ろ
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あ
る
�

湯
布
院
中
学
校
周
辺
の

道
路
維
持
・
舗
装
の
件
�

道
路
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い
ず
れ
も
農
道
�

里
道
で
あ
�
た
と
の
こ
と
�
市
道
認
定
等
の

手
続
き
が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
�
今
後
ど
の

よ
う
な
手
順
で
や
ら
れ
る
の
か
議
論
さ
れ
た

か
�

�
総
務
委
員
長
�
地
域
振
興
局
�

建
設
課
及
び
農
政
課
と
の
協
議
で

あ
る
と
思
う
�
通
学
路
で
あ
る
の

で
�
維
持
舗
装
は
し
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
だ

が
�
今
ま
で
の
例
か
ら
�
ま
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市
道
認
定
が
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い
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こ
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で
あ
る
�
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話
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換
手
三
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分
の

賃
金
だ
が
�
こ
れ
は
今

の
職
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一
週
間
交
代

で
や
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ス
テ
ム
に
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す
る
市
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の
苦

情
が
あ
�
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の
か
�
ま
た
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の
自
治
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は
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う
に
な
�
て
い
る
の
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を
し
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の
か
�

�
総
務
委
員
長
�
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の
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は
調
査

し
て
い
な
い
�
ま
た
市
民
か
ら
の

苦
情
が
き
た
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い
う
の
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な
く
�

や
は
り
一
週
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対
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し
て
い
る
と
職
員
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本
来
業
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に
支
障
を
き
た
す
と
聞
い
て
い

る
�
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賛成・反対討論賛成・反対討論
請願■「後期高齢者医療制度」の廃止の国への意見書提出を求める請願

（委員長報告：不採択）（採決の結果：賛成少数で不採択）

反 対 賛 成

■西郡均議員

　日本の医療制度は、ＷＨＯで、世界で一

番。しかし今、実施している制度は、市場

原理を採用しようとしている。医療費に対

する国の負担は先進国で最下位である。に

もかかわらず、毎年２、２００億円という

社会保障費を削る、その焦点が医療費であ

る。一旦、前の老人保険制度に戻して、国

民的な合意の出来る新しいシステムをみん

なで考えていくという機会にするために、

この請願は採択して、きちっと国に意見を

届けるべきである。

■吉村幸治議員

　この制度は、高騰する医療費を抑制する

目的で作られたことは明白である。日本を

これまで築いてこられた高齢者への気持ち

を汲み取った制度であるのか問題である。

療養型病床群を減らし、また長期入院者を

減らし、在宅で家族が面倒を看なさいとい

う制度である。色んな意見のなかで、厚労

省も少し改定はしているが、本市議会から

「これを廃止しなさい」という声をあげて

こそ、新しい高齢者にとっての医療制度が

確立すると思う。

■渕野けさ子議員

　昭和48年に老人医療費が急増し、病院がサ

ロン化、社会的入院といった弊害も指摘され

た。また、急激な少子高齢化の問題が起きる

中で、平成14年に、この老健制度を廃止して、

新たな制度を作るという決議がなされた。約

10年以上の抜本改革の議論がなされての今度

の制度である。高齢化もどんどん進んでいる。

ここで廃止するのはいかがなものか、制度を

そのまま生かして、国民のためになるように

運用面で改正をしていただきたい。現に、負

担の軽減等、当面の対応も今出来ている。

様々な立場の方から意見をいただき、それを

国に訴えて、よりよい方向で後期高齢者制度、

長寿医療制度を存続させるべきである。

《原案に反対者の討論》 《原案に賛成者の討論》
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委 員 会

　
　
　
　
　
　
　

当
委
員
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に
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託
さ
れ

　
　
　
　
　
　

た
議
案
９
件
�
陳
情
１
件

　
　
　
　
　
　

の
審
査
を
行
�
た
結
果
�

　
　
　
　
　
　

陳
情
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継
続
審
査
�
全
て

　
　
　
　
　
　

の
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

　
　
　
　
　
　

の
と
決
定
し
た
�

平
成
19
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
　

健
全
化
判
断
比
率
の
４
つ
の
項
目
及
び

公
営
企
業
の
５
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は

国
が
決
め
た
基
準
以
下
で
あ
り
�
監
査
委

員
の
審
査
意
見
書
も
付
さ
れ
て
お
り
�
い

ず
れ
も
適
正
で
あ
�
た
�

由
布
市
み
ら
い
ふ
る
さ
と

基
金
条
例
の
制
定

　

こ
の
条
例
は
由
布
市
に
生
ま
れ
�
育
�

た
�
か
つ
て
由
布
市
に
住
ん
で
い
た
方
や
�

由
布
市
に
愛
着
を
持
�
て
い
た
だ
い
た
方

な
ど
�
多
様
な
人
々
の
由
布
市
に
対
し
て

貢
献
又
は
応
援
を
し
た
い
方
々
か
ら
の
寄

付
金
を
活
用
し
�
将
来
の
ふ
る
さ
と
由
布

市
を
守
り
�
育
て
�
元
気
づ
け
る
施
策
を

推
進
す
る
た
め
基
金
を
設
置
す
る
た
め
の

も
の
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

本
補
正
予
算
は
�
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
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出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
�
１
８
０
万

７
千
円
を
追
加
し
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入
歳
出
予
算
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総
額
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れ
ぞ
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４
９
億
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３
万
８
千
円
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付
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３
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駅
前
整
備
事
業
の

設
計
委
託
料
４
０
９
万
円
�
塚
原
集
会
所
及

び

湯

布

院

中

学

校

周

辺

の

工

事

費

５
�
１
５
０
万
円
�
大
型
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
買

い
換
え
に
１
�
５
０
０
万
円
な
ど
�

　

審
査
の
中
で
�
電
話
交
換
手
３
名
分
に
つ

い
て
は
�
市
は
行
財
政
改
革
の
最
中
で
あ
り
�

逆
行
す
る
と
の
意
見
も
あ
�
た
�
塚
原
集
会

所
は
�
改
修
工
事
を
行
う
が
附
帯
す
る
体
育

館
部
分
が
市
の
財
産
台
帳
に
な
く
苦
慮
し
た

が
�
小
学
校
の
集
会
や
体
育
施
設
と
し
て
利

用
し
�
地
区
の
避
難
所
が
他
に
無
く
�
築
31

年
と
老
朽
化
も
激
し
い
た
め
工
事
の
必
要
性

は
認
め
た
�
し
か
し
�
今
後
小
学
校
の
敷
地

部
分
を
含
め
地
元
と
の
協
議
が
必
要
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
�
た
�

　

中
学
校
周
辺
の
道
路
に
つ
い
て
は
�
予
定

し
て
い
た
道
路
は
い
ず
れ
も
農
道
・
里
道
で

あ
�
た
�
市
道
認
定
等
の
手
続
き
が
必
要
で

あ
り
�
こ
の
箇
所
で
の
予
算
執
行
は
凍
結
と

し
た
�

常任委員会審議レポート常任委員会審議レポート 常任委員会審議レポート常任委員会審議レポート

建設水道
委 員 会

観光経済
委 員 会

観光経済委員会審査

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�
農
林
水
産
業
費

分
担
金
１
１
６
万
４
千
円
�
農
業
費
負
担

金
１
５
６
万
８
千
円
�
農
業
費
補
助
金

１
１
４
万
５
千
円
�
林
業
費
補
助
金
６
３

万
３
千
円
�

　

歳
出
の
主
な
補
正
は
�
草
地
林
地
一
体

化
利
用
総
合
整
備
事
業
負
担
金
１
９
３
万

５
千
円
�
低
コ
ス
ト
肉
用
牛
地
域
活
性
化

事
業
補
助
金
１
２
２
万
５
千
円
�
来
鉢
農

村
公
園
遊
具
修
繕
費
４
９
万
８
千
円
�
水

環
境
保
全
向
上
対
策
負
担
金
ほ
か
６
４
２

万
１
千
円
�
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
事

業
補
助
金
１
２
６
万
７
千
円
�

当
委
員
会
は
�
次
の
４
件
を
要
望
意
見
と

し
て
付
す
�

平
成
19
年
度
由
布
市
水
道
事
業

会
計
収
支
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
水
道
事
業
損
益
計
算
書

の
収
入
及
び
支
出
は
�
収
益
５
億
２
�

３
３
７
万
４
千
円
で
�
金
額
で
８
８
７
万

円
�
率
と
し
て
35
％
減
収
�

 

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
事
項
を
遵
守
し

て
対
応
す
る
こ
と
の
意
見
を
付
し
て
原
案

を
認
定
す
べ
き
と
決
し
た
��
4
頁
を
参

照
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

今
回
の
補
正
の
歳
入
の
主
な
も
の
は
�

土
木
費
国
庫
補
助
金
で
道
路
改
良
事
業
補

助
金
�
小
野
屋
櫟
木
線
４
�
０
０
０
万
円

の
減
額
�
急
傾
斜
地
対
策
事
業
補
助
金
�

時
松
１
件
２
４
０
万
円
の
新
規
�
不
動
産

売
払
収
入
は
庄
内
町
渕
７
区
�
４
�
４

ha
の
桧
44
年
の
立
木
売
払
収
入
１
２
６

万
２
千
円
�
雑
入
で
�
公
用
車
の
廃
車
２

台
�
１
３
２
万
６
千
円
�
土
木
債
の
過
疎

対

策

事

業

債

�

小

野

屋

櫟

木

線

３
�
３
６
０
万
円
の
減
額
�

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
�
建
築
物
定
期
検

査
業
務
６
件
�
公
用
車
購
入
２
５
０
万
円
�

時
松
１
件
の
測
量
及
び
土
木
工
事
等
で
�

７
０
３
万
３
千
円
の
新
規
�
道
路
維
持
修

繕
費
�
旧
３
町
の
３
０
０
万
円
�
道
路
工

事
費
�
旧
３
町
の
３
�
０
０
０
万
円
の
増

額
�
湯
布
院
の
道
路
工
事
の
土
地
購
入
費

３
�
所
分
３
０
０
万
円
�
時
松
の
１
件
ほ

か
７
８
５
万
７
千
円
の
増
額
�
工
事
費
�

時
松
ほ
か
６
�
８
９
６
万
２
千
円
の
減
額
�

土
地
購
入
費
�
７
５
０
万
円
の
減
額
�
補

償
金
�
小
野
屋
櫟
木
線
の
用
地
費
�

３
０
０
万
円
の
増
額
�
都
市
計
画
総
務
費

で
は
�
印
刷
代
４
６
万
２
千
円
�
Ｇ
Ｉ
Ｓ

ソ
フ
ト
の
購
入
�
７
７
万
２
千
円
�
旅
費
�

ア
ド
バ
イ
ザ
�
の
謝
金
ほ
か
で
�
総
額

１
５
２
万
６
千
円
�
市
営
住
宅
の
修
繕
費

は
�
湯
布
院
岳
本
の
上
団
地
�
下
団
地
の

浄
化
槽
ポ
ン
プ
ほ
か
で
�
１
０
３
万
２
千

円
と
な
�
て
い
る
�

　

以
上
�
慎
重
審
査
の
結
果
�
原
案
ど
お

り
可
決
と
し
た
�

2008.9 由布市議会だより由布市議会だより 2008.9 89

総務委員会現地視察風景
（湯布院中学校周辺道路）

厳しい意見が続々！激論の委員会審議　

建設水道委員会審査

文教厚生
委 員 会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
11
件
�

請
願(

継
続
分)

１
件
の
審
査
を
行
�
た
結

果
�
請
願
を
不
採
択
�
全
て
の
議
案
は
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
�

由
布
市
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正

　

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済

す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
�

由
布
市
と
大
分
市
�
別
府
市
�
中

津
市
�
杵
築
市
�
九
重
町
�
日
出

町
と
の
証
明
書
等
の
交
付
等
に
係

る
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議

 
 

規
約
の
変
更
は
�
由
布
市
が
大
分
市
�

別
府
市
�
中
津
市
�
杵
築
市
�
九
重
町
�

日
出
町
の
４
市
２
町
と
相
互
に
事
務
委
託

を
行
�
て
い
る｢

お
お
い
た
広
域
窓
口
サ

�
ビ
ス｣

に
つ
い
て
�
除
籍
に
な
�
て
い

る
方
も
規
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
れ
ら
の

自
治
体
で
証
明
書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
も
の
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

主
な
補
正
は
�
在
宅
重
度
障
が
い
者
住

宅
改
造
事
業
補
助
金
８
０
万
円
�
事
業
運

営
円
滑
化
事
業
補
助
金
１
５
０
万
６
千
円
�

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

新
規
事
業
で
ピ
ア
サ
ポ
�
ト
強
化
事
業
補

助
金
３
３
万
２
千
円
�
ケ
ア
ホ
�
ム
支
援

体
制
強
化
事
業
補
助
金
３
５
万
５
千
円
�

相
談
支
援
充
実
強
化
事
業

１
７
０
万
円
な
ど
�

　

図
書
館
費
で
補
正
の
財

源
内
訳
の
国
庫
支
出
金
が

１
�８
６
８
万
２
千
円
の
減

額
と
な
�
て
い
る
�
こ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
に
際

し
て
は
予
算
化
当
初
の
財

源
の
精
査
が
雑
で
あ
�
た
た
め
�
結
果
的

に
市
の
一
般
会
計
か
ら
１
�
０
０
４
万
３

千
円
の
持
ち
出
し
に
な
�
た
�
今
後
�
財

源
確
保
に
つ
い
て
慎
重
な
精
査
を
望
む
意

見
も
あ
�
た
�

　

全
国
球
技
大
会
出
場
補
助
金
�
各
種
大

会
出
場
補
助
金
の
補
助
金
支
給
に
つ
い
て

基
準
を
整
備
し
�
拡
充
も
含
め
全
国
大
会

出
場
や
九
州
大
会
出
場
に
は
�
１
０
０
％

の
旅
費
補
助
な
ど
で
充
実
を
図
る
こ
と
�

体
育
・
文
化
活
動
に
頑
張
る
子
ど
も
達
や

市
民
に
そ
の
活
動
振
興
を
図
る
た
め
に
も

施
設
使
用
料
の
見
直
し
は
早
く
着
手
す
べ

き
と
の
意
見
も
あ
�
た
�

文教厚生委員会審査

�
１
�
有
害
鳥
獣
対
策
の
イ
ノ
シ
シ
被

害
防
止
対
策
事
業
の
実
施
は
�
被
害
が

全
市
的
に
広
が
�
て
い
る
�
湯
布
院
地

区
で
の
シ
カ
被
害
も
含
め
�
広
い
地
域

に
普
及
推
進
す
べ
き
�
可
能
な
範
囲
申

請
者
全
員
に
対
応
さ
れ
た
い
�

�
２
�
来
鉢
農
村
公
園
の
遊
具
に
つ
い

て
は
�
地
元
と
十
分
協
議
を
行
う
こ
と
�

ま
た
事
故
防
止
策
と
し
て
維
持
管
理
や

自
己
責
任
を
明
確
に
し
た
規
定
や
管
理

契
約
を
考
え
る
こ
と
�

�
３
�
農
協
の
合
併
に
よ
る
農
家
の
指

導
や
合
併
不
安
の
解
消
に
つ
い
て
�
行

政
も
農
協
関
係
者
と
情
報
や
連
携
を
密

に
し
�
農
業
所
得
の
向
上
に
努
力
し
�

全
力
を
尽
く
す
こ
と
�

�
４
�
湯
布
院
地
域
の
大
型
農
業
振
興

事
業
の
市
に
よ
る
立
替
払
い
の
�
消
費

税
等
仕
入
控
除
税
返
還
金
�
に
つ
い
て
�

一
括
償
還
方
式
か
ら
分
割
償
還
方
式
に

よ
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
�
長
期
に
亘

る
償
還
が
推
察
さ
れ
る
�
何
ら
か
の
書

面
を
作
成
す
べ
き
�

以
上
の
意
見
を
付
し
て
�
慎
重
審
議
の

結
果
�
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
と
決
定
し

た
�

審議の経緯と経過は本会議で報告され、質疑・討論を経て採決されます。各議案は、担当する常任委員会に付託され、委員会ごとに慎重に審議されます。



総　務
委 員 会

　
　
　
　
　
　
　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

　
　
　
　
　
　

た
議
案
９
件
�
陳
情
１
件

　
　
　
　
　
　

の
審
査
を
行
�
た
結
果
�

　
　
　
　
　
　

陳
情
を
継
続
審
査
�
全
て

　
　
　
　
　
　

の
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

　
　
　
　
　
　

の
と
決
定
し
た
�

平
成
19
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
　

健
全
化
判
断
比
率
の
４
つ
の
項
目
及
び

公
営
企
業
の
５
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は

国
が
決
め
た
基
準
以
下
で
あ
り
�
監
査
委

員
の
審
査
意
見
書
も
付
さ
れ
て
お
り
�
い

ず
れ
も
適
正
で
あ
�
た
�

由
布
市
み
ら
い
ふ
る
さ
と

基
金
条
例
の
制
定

　

こ
の
条
例
は
由
布
市
に
生
ま
れ
�
育
�

た
�
か
つ
て
由
布
市
に
住
ん
で
い
た
方
や
�

由
布
市
に
愛
着
を
持
�
て
い
た
だ
い
た
方

な
ど
�
多
様
な
人
々
の
由
布
市
に
対
し
て

貢
献
又
は
応
援
を
し
た
い
方
々
か
ら
の
寄

付
金
を
活
用
し
�
将
来
の
ふ
る
さ
と
由
布

市
を
守
り
�
育
て
�
元
気
づ
け
る
施
策
を

推
進
す
る
た
め
基
金
を
設
置
す
る
た
め
の

も
の
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

本
補
正
予
算
は
�
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
�
１
８
０
万

７
千
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
１
４
９
億
４
８
３
万
８
千
円
と
定

め
た
も
の
�

　

主
な
歳
入
は
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
等

事
業
補
助
金
�
電
源
立
地
対
策
交
付
金
な
ど
�

減
額
は
合
併
対
策
事
業
費
補
助
金
�

　

主
な
歳
出
は
�
電
話
交
換
手
を
３
庁
舎
に

１
名
づ
つ
配
置
２
６
７
万
７
千
円
�
塚
原
集

会
所
の
屋
根
補
修
や
湯
布
院
中
学
校
周
辺
の

通
学
路
の
補
修
�
南
由
布
駅
前
整
備
事
業
の

設
計
委
託
料
４
０
９
万
円
�
塚
原
集
会
所
及

び

湯

布

院

中

学

校

周

辺

の

工

事

費

５
�
１
５
０
万
円
�
大
型
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
買

い
換
え
に
１
�
５
０
０
万
円
な
ど
�

　

審
査
の
中
で
�
電
話
交
換
手
３
名
分
に
つ

い
て
は
�
市
は
行
財
政
改
革
の
最
中
で
あ
り
�

逆
行
す
る
と
の
意
見
も
あ
�
た
�
塚
原
集
会

所
は
�
改
修
工
事
を
行
う
が
附
帯
す
る
体
育

館
部
分
が
市
の
財
産
台
帳
に
な
く
苦
慮
し
た

が
�
小
学
校
の
集
会
や
体
育
施
設
と
し
て
利

用
し
�
地
区
の
避
難
所
が
他
に
無
く
�
築
31

年
と
老
朽
化
も
激
し
い
た
め
工
事
の
必
要
性

は
認
め
た
�
し
か
し
�
今
後
小
学
校
の
敷
地

部
分
を
含
め
地
元
と
の
協
議
が
必
要
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
�
た
�

　

中
学
校
周
辺
の
道
路
に
つ
い
て
は
�
予
定

し
て
い
た
道
路
は
い
ず
れ
も
農
道
・
里
道
で

あ
�
た
�
市
道
認
定
等
の
手
続
き
が
必
要
で

あ
り
�
こ
の
箇
所
で
の
予
算
執
行
は
凍
結
と

し
た
�

常任委員会審議レポート常任委員会審議レポート 常任委員会審議レポート常任委員会審議レポート

建設水道
委 員 会

観光経済
委 員 会

観光経済委員会審査

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
�
農
林
水
産
業
費

分
担
金
１
１
６
万
４
千
円
�
農
業
費
負
担

金
１
５
６
万
８
千
円
�
農
業
費
補
助
金

１
１
４
万
５
千
円
�
林
業
費
補
助
金
６
３

万
３
千
円
�

　

歳
出
の
主
な
補
正
は
�
草
地
林
地
一
体

化
利
用
総
合
整
備
事
業
負
担
金
１
９
３
万

５
千
円
�
低
コ
ス
ト
肉
用
牛
地
域
活
性
化

事
業
補
助
金
１
２
２
万
５
千
円
�
来
鉢
農

村
公
園
遊
具
修
繕
費
４
９
万
８
千
円
�
水

環
境
保
全
向
上
対
策
負
担
金
ほ
か
６
４
２

万
１
千
円
�
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
事

業
補
助
金
１
２
６
万
７
千
円
�

当
委
員
会
は
�
次
の
４
件
を
要
望
意
見
と

し
て
付
す
�

平
成
19
年
度
由
布
市
水
道
事
業

会
計
収
支
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
水
道
事
業
損
益
計
算
書

の
収
入
及
び
支
出
は
�
収
益
５
億
２
�

３
３
７
万
４
千
円
で
�
金
額
で
８
８
７
万

円
�
率
と
し
て
35
％
減
収
�

 

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
事
項
を
遵
守
し

て
対
応
す
る
こ
と
の
意
見
を
付
し
て
原
案

を
認
定
す
べ
き
と
決
し
た
��
4
頁
を
参

照
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

今
回
の
補
正
の
歳
入
の
主
な
も
の
は
�

土
木
費
国
庫
補
助
金
で
道
路
改
良
事
業
補

助
金
�
小
野
屋
櫟
木
線
４
�
０
０
０
万
円

の
減
額
�
急
傾
斜
地
対
策
事
業
補
助
金
�

時
松
１
件
２
４
０
万
円
の
新
規
�
不
動
産

売
払
収
入
は
庄
内
町
渕
７
区
�
４
�
４

ha
の
桧
44
年
の
立
木
売
払
収
入
１
２
６

万
２
千
円
�
雑
入
で
�
公
用
車
の
廃
車
２

台
�
１
３
２
万
６
千
円
�
土
木
債
の
過
疎

対

策

事

業

債

�

小

野

屋

櫟

木

線

３
�
３
６
０
万
円
の
減
額
�

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
�
建
築
物
定
期
検

査
業
務
６
件
�
公
用
車
購
入
２
５
０
万
円
�

時
松
１
件
の
測
量
及
び
土
木
工
事
等
で
�

７
０
３
万
３
千
円
の
新
規
�
道
路
維
持
修

繕
費
�
旧
３
町
の
３
０
０
万
円
�
道
路
工

事
費
�
旧
３
町
の
３
�
０
０
０
万
円
の
増

額
�
湯
布
院
の
道
路
工
事
の
土
地
購
入
費

３
�
所
分
３
０
０
万
円
�
時
松
の
１
件
ほ

か
７
８
５
万
７
千
円
の
増
額
�
工
事
費
�

時
松
ほ
か
６
�
８
９
６
万
２
千
円
の
減
額
�

土
地
購
入
費
�
７
５
０
万
円
の
減
額
�
補

償
金
�
小
野
屋
櫟
木
線
の
用
地
費
�

３
０
０
万
円
の
増
額
�
都
市
計
画
総
務
費

で
は
�
印
刷
代
４
６
万
２
千
円
�
Ｇ
Ｉ
Ｓ

ソ
フ
ト
の
購
入
�
７
７
万
２
千
円
�
旅
費
�

ア
ド
バ
イ
ザ
�
の
謝
金
ほ
か
で
�
総
額

１
５
２
万
６
千
円
�
市
営
住
宅
の
修
繕
費

は
�
湯
布
院
岳
本
の
上
団
地
�
下
団
地
の

浄
化
槽
ポ
ン
プ
ほ
か
で
�
１
０
３
万
２
千

円
と
な
�
て
い
る
�

　

以
上
�
慎
重
審
査
の
結
果
�
原
案
ど
お

り
可
決
と
し
た
�
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総務委員会現地視察風景
（湯布院中学校周辺道路）

厳しい意見が続々！激論の委員会審議　

建設水道委員会審査

文教厚生
委 員 会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
11
件
�

請
願(

継
続
分)

１
件
の
審
査
を
行
�
た
結

果
�
請
願
を
不
採
択
�
全
て
の
議
案
は
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
�

由
布
市
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正

　

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済

す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
�

由
布
市
と
大
分
市
�
別
府
市
�
中

津
市
�
杵
築
市
�
九
重
町
�
日
出

町
と
の
証
明
書
等
の
交
付
等
に
係

る
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議

 
 

規
約
の
変
更
は
�
由
布
市
が
大
分
市
�

別
府
市
�
中
津
市
�
杵
築
市
�
九
重
町
�

日
出
町
の
４
市
２
町
と
相
互
に
事
務
委
託

を
行
�
て
い
る｢

お
お
い
た
広
域
窓
口
サ

�
ビ
ス｣

に
つ
い
て
�
除
籍
に
な
�
て
い

る
方
も
規
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
れ
ら
の

自
治
体
で
証
明
書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
も
の
�

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�
第
２
号
�

　

主
な
補
正
は
�
在
宅
重
度
障
が
い
者
住

宅
改
造
事
業
補
助
金
８
０
万
円
�
事
業
運

営
円
滑
化
事
業
補
助
金
１
５
０
万
６
千
円
�

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

新
規
事
業
で
ピ
ア
サ
ポ
�
ト
強
化
事
業
補

助
金
３
３
万
２
千
円
�
ケ
ア
ホ
�
ム
支
援

体
制
強
化
事
業
補
助
金
３
５
万
５
千
円
�

相
談
支
援
充
実
強
化
事
業

１
７
０
万
円
な
ど
�

　

図
書
館
費
で
補
正
の
財

源
内
訳
の
国
庫
支
出
金
が

１
�８
６
８
万
２
千
円
の
減

額
と
な
�
て
い
る
�
こ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
に
際

し
て
は
予
算
化
当
初
の
財

源
の
精
査
が
雑
で
あ
�
た
た
め
�
結
果
的

に
市
の
一
般
会
計
か
ら
１
�
０
０
４
万
３

千
円
の
持
ち
出
し
に
な
�
た
�
今
後
�
財

源
確
保
に
つ
い
て
慎
重
な
精
査
を
望
む
意

見
も
あ
�
た
�

　

全
国
球
技
大
会
出
場
補
助
金
�
各
種
大

会
出
場
補
助
金
の
補
助
金
支
給
に
つ
い
て

基
準
を
整
備
し
�
拡
充
も
含
め
全
国
大
会

出
場
や
九
州
大
会
出
場
に
は
�
１
０
０
％

の
旅
費
補
助
な
ど
で
充
実
を
図
る
こ
と
�

体
育
・
文
化
活
動
に
頑
張
る
子
ど
も
達
や

市
民
に
そ
の
活
動
振
興
を
図
る
た
め
に
も

施
設
使
用
料
の
見
直
し
は
早
く
着
手
す
べ

き
と
の
意
見
も
あ
�
た
�

文教厚生委員会審査

�
１
�
有
害
鳥
獣
対
策
の
イ
ノ
シ
シ
被

害
防
止
対
策
事
業
の
実
施
は
�
被
害
が

全
市
的
に
広
が
�
て
い
る
�
湯
布
院
地

区
で
の
シ
カ
被
害
も
含
め
�
広
い
地
域

に
普
及
推
進
す
べ
き
�
可
能
な
範
囲
申

請
者
全
員
に
対
応
さ
れ
た
い
�

�
２
�
来
鉢
農
村
公
園
の
遊
具
に
つ
い

て
は
�
地
元
と
十
分
協
議
を
行
う
こ
と
�

ま
た
事
故
防
止
策
と
し
て
維
持
管
理
や

自
己
責
任
を
明
確
に
し
た
規
定
や
管
理

契
約
を
考
え
る
こ
と
�

�
３
�
農
協
の
合
併
に
よ
る
農
家
の
指

導
や
合
併
不
安
の
解
消
に
つ
い
て
�
行

政
も
農
協
関
係
者
と
情
報
や
連
携
を
密

に
し
�
農
業
所
得
の
向
上
に
努
力
し
�

全
力
を
尽
く
す
こ
と
�

�
４
�
湯
布
院
地
域
の
大
型
農
業
振
興

事
業
の
市
に
よ
る
立
替
払
い
の
�
消
費

税
等
仕
入
控
除
税
返
還
金
�
に
つ
い
て
�

一
括
償
還
方
式
か
ら
分
割
償
還
方
式
に

よ
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
�
長
期
に
亘

る
償
還
が
推
察
さ
れ
る
�
何
ら
か
の
書

面
を
作
成
す
べ
き
�

以
上
の
意
見
を
付
し
て
�
慎
重
審
議
の

結
果
�
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
と
決
定
し

た
�

審議の経緯と経過は本会議で報告され、質疑・討論を経て採決されます。各議案は、担当する常任委員会に付託され、委員会ごとに慎重に審議されます。



文教厚生常任委員会
【杉並区における地域協育事業の実施状況・
埼玉県毛呂山町給食センターにおける建設及び
運営事例・後期高齢者医療制度の研修】
＜東京都杉並区・埼玉県毛呂山町・

厚生労働省保険局＞
（日程）平成20年7月2日～4日

　観光経済常任委員会
【観光と農業／まちづくり／農産物の流通】
＜長野県・飯山市、小布施町／東京都＞

（日程）平成20年6月24日～26日
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視察先の飯山市

視察先の小布施町

行ってきました、視てきました。 各委員会の視察研修報告

グリーンツーリズムの先進地
飯山市（観光と農業）

　飯山市は面積約２０２㎢、人口約２４，９００人で、第

１次産業の就業人口が約３，５００人で人口に対して

２５．６％の田園都市である。市内には４ヶ所のスキー

場があり、年間約１１９万人が来訪している。また、観

光面だけでなく雇用の場として、農業で菌床栽培やア

スパラ栽培が行われており、これは日本一の生産であ

る。平成５年に第３次総合計画を策定し、ふるさと農

業で観光の推進が取り上げられ、都市と農村交流が

積極的に行われていた。平成６年から首都圏の小中高

校の環境教育の一環として、農家民宿での自然体験教

室が実施されている。またグリーンツーリズム事業の

開始から１０年を経過し、体験農園、オーナー制度な

どのプログラムも充実してきたが、事業がマンネリ化し

てきており、さらに多様な研究をしていく必要があると

のことであった。

小布施町（町づくり）
　面積約１９．７㎢、人口約１１，７００人で、平成元年

に花の町づくりを町の主要施策に指定、装いの花づく

り、福祉の花づくり、産業の花づくりと位置付け、ふる

さと創生事業により景観と花の先進地ヨーロッパ研修

へ延べ１２０人派遣している。平成４年、花の情報発信

事業として「フラワーガーデンおぶせ」をオープンして

いる。平成８年、花の苗の生産基地小布施フラワーセ

ンターを設立、平成１１年、第６次産業センター開設、

平成１５年、全国ガーデニングサミットイン小布施を開

催、平成２０年度の重要施策として、小布施ブランドの

戦略、カントリーウォークの推進、景観と調和した工

場の集団化、市街地活性化に向けて拠点、道空間づく

りへ産学官民の研究などがあげられ、花づくりを中心

に農業振興を図り、町づくりに取り組んでいた。我が

市においても、新しいアイディアと創意工夫により、今

後積極的に町づくりに取り組むことが重要であると感

じた。

大分県の農産物を増やせ
東京都（農産物の流通）

　東京都中央卸市場での大分県の農産物出荷量は平

成１９年度、野菜が約８７２ｔ、販売額約７１２億円、果

実が約１，３５５ｔ、販売額約７３億円であった。市場

での大分県農産物の販売額は、当市場の４％と微々た

るものであり、今後は県、ＪＡ、市町村が一層の連携を

強化していただきた、振興を図る必要があると感じた。

地域ぐるみのエコスクール
　杉並区では、基本計画等で｢人が育ち、人が活きる

杉並｣を将来像に掲げ、実現するための重要施策に｢地

域ぐるみで教育立区｣を据えている。教育委員会では、

推進計画をもとに民間人校長の任用、学校支援本部

の設立、校舎のエコスクール化に取り組み、平成２０～

２２年においてさらに教育改革を推進している。教育

改革の根幹をなすものを｢人｣であると捉え、学校現場

の変革の支援を重視し、｢教育資質向上・力量形成｣｢学

校運営を支える人的支援｣｢地域との協働｣を目標にし

ている。

　こうしたことからＮＰＯスクール・アドバイス・ネット

ワークが学校と協働し力強い地域づくりが実践され、

大きな効果を上げている。その実践校である高井戸小

学校を視察した。

　教室をオープンにし、廊下部分を教室と同じ広さの

オープンスペースにしている。校内では一切チャイムを

鳴らさず授業をしている。授業には学校コーディネー

ターの協力でパソコン教師、外国人英語教師、学芸会

指導の演劇のプロの派遣を得て成果を上げている。そ

の中で、｢読み聞かせ｣の教育効果は顕著であり子ども

達も必ず静かに聞いているという。

　ＮＰＯと教育委員会との連携と支援体制が｢地域協

育｣の実現に不可欠であり、学校現場の受け入れと協

力体制も重要である。学校教育コーディネーターの学

校への導入に関しては、校長の姿勢がキーポイントで

校長の｢器｣によって、コーディネーターと教員間の軋

轢が生じることなく協力体制が早期構築されうまく機

能していることが確認できた。

地産地消を進める給食センター
☆　毛呂山町（学校給食センター建設）

　毛呂山町の人口は３万７千人、給食センターは調理

能力１日３、５００食、延床面積１７４０．４２㎡、調理

方式はオール電化、施設の竣工が平成１８年であり、

人口規模、調理能力、延床面積に関しては由布市と同

規模であり、調理方式が由布市の電気・ガス併用方式

と違うだけである。建設費については、本体工事から

外構工事で５６８，０６０千円。厨房機器や食器類など

２億１４，６４万円で総計７億３２，７０万円である。

＜建設に関しての特筆事項＞

　給食の食器類が１９，７３０千円のリース契約を

ＮＥＣと結び、食器はＮＥＣが購入しそれを毛呂山町

が１０年間で分割返済、途中で破損したときはＮＥＣ

が補充してくれる有利なもの。

＜センター運営の特筆事項＞

   搬送時間１２～１５分で小中学校６校に給食を運ぶ

搬送車両２台は、運転手込みの３年業務委託で食事

の搬送時のみ職員が１名搬送車に同乗する。年間

１，１８２万円、３ヶ年契約は町にとって財政効果は確

実にあるという。

＜地産地消に関して＞

　地元で手に入るものを可能な限り給食に反映したい

と、白米に関しては地元農協から購入している。野菜

等も旬の時期に供給可能なものを購入している。可能

な範囲で労を惜しまず地元に発注する姿勢が評価さ

れる。

後期高齢者医療制度について
　厚生労働省保険局、総務課高齢者医療企画室補佐、

田中氏による国会、政府内、厚労省での議論の動向に

ついて説明を受けた。高齢者医療制度の内容がわかり

づらく現実的には負担増が目立つことになつたことや、

国民皆保険制度の下で安心して医療機関にかかれる

我が国は、世界でも類をみない医療や介護の制度的

充実を誇れる国である、だからこそ、長寿医療制度

（後期高齢者医療制度）の修正と改善をとおして、盤

石の備えを構築する必要があることが分かった。

視察先の毛呂山町学校給食センター

視察先の高井戸小学校
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行ってきました、視てきました。 各委員会の視察研修報告
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２５．６％の田園都市である。市内には４ヶ所のスキー

場があり、年間約１１９万人が来訪している。また、観

光面だけでなく雇用の場として、農業で菌床栽培やア
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育｣の実現に不可欠であり、学校現場の受け入れと協

力体制も重要である。学校教育コーディネーターの学
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と、白米に関しては地元農協から購入している。野菜

等も旬の時期に供給可能なものを購入している。可能

な範囲で労を惜しまず地元に発注する姿勢が評価さ

れる。
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　厚生労働省保険局、総務課高齢者医療企画室補佐、

田中氏による国会、政府内、厚労省での議論の動向に

ついて説明を受けた。高齢者医療制度の内容がわかり

づらく現実的には負担増が目立つことになつたことや、

国民皆保険制度の下で安心して医療機関にかかれる

我が国は、世界でも類をみない医療や介護の制度的

充実を誇れる国である、だからこそ、長寿医療制度
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定
な
ど
必
要
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

早
期
に
由
布
市
職
員

研
修
基
本
計
画
を
策
定
し
職
員
服

務
規
定
�
職
員
倫
理
規
定
�
職
員

公
益
通
報
制
度
の
周
知
徹
底
と
遵

守
を
図
り
綱
紀
粛
正
を
進
め
る
�

Q
市
長
と
議
会
に
関
し
て
政
治

倫
理
の
条
例
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
�
目
安
箱
の
設
置
や
口
利
き
の

公
開
な
ど
風
通
し
が
良
く
�
動
き

の
見
え
る
行
政
と
議
会
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
�

A(

市
長)

収
賄
や
汚
職
の
防

止
・
抑
止
を
図
る
意
味
で
も
検
討

し
て
い
き
た
い
�

農
業
に
新
し
い
展
開
策
を

Q
農
業
集
落
の
高
齢
化
�
集
落

機
能
の
低
下
に
対
し
�
国
や
県
の

支
援
事
業
を
活
用
し
た
活
性
化
策

を
講
じ
て
い
く
べ
き
だ
が
�

A(

市
長)

中
山
間
地
等
直
接
支

払
�
集
落
営
農
組
織
育
成
�
農

地
・
水
・
環
境
保
全
�
小
規
模
高

齢
化
集
落
支
援
等
�
国
県
事
業
を

活
用
し
て
い
る
�
そ
れ
に
加
え
て
�

昨
年
度
よ
り
由
布
市
農
業
農
村
計

画
で
�
農
業
環
境
・
担
い
手
づ
く

り
�
市
民
と
農
家
の
交
流
体
験
�

安
心
安
全
な
農
産
物
づ
く
り
�
由

布
市
農
業
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
�
を

展
開
し
て
い
る
�

Q
鹿
児
島
�
宮
崎
�
熊
本
が
農

業
産
出
額
で
全
国
ベ
ス
ト
10
に
入

�
て
い
る
も
の
の
�
大
分
県
は
23

位
と
低
迷
し
て
い
る
�
だ
か
ら
大

分
県
の
農
業
推
進
標
語
は
�
も
う

か
る
農
業
�
を
掲
げ
て
い
る
�

　

九
州
農
業
白
書
で
は
九
州
産
の

梨
輸
出
量
は
こ
こ
４
年
で
20
倍
に

急
増
し
て
い
る
�
由
布
市
特
産
の

梨
も
�
輸
出
向
け
の
高
級
品
に
し
�

少
量
高
価
格
で
輸
出
へ
の
対
応
な

ど
推
進
出
来
る
の
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

庄
内
の
梨
で
は
輸
出

に
必
要
な
一
定
量
の
確
保
が
出
来

な
い
�

Q
た
と
え
少
量
の
生
産
で
も
高
級

品
の
需
要
は
中
国
�
台
湾
で
は
急

増
し
て
い
る
な
か
�
糖
度
と
大
き

さ
で
特
出
し
た
も
の
を
作
り
�

�
も
う
か
る
産
物
�
と
し
て
付
加

価
値
を
つ
け
て
県
の
方
針
に
乗
せ

た
り
�
直
接
販
売
網
を
開
発
す
れ

ば
良
い
�
発
想
を
転
換
し
�
積
極

的
な
農
業
支
援
策
を
望
む
�

県
教
委
の
不
祥
事
に
関
し
�

児
童
�
生
徒
�
保
護
者
に

　
　

対
す
る
説
明
責
任
は

A(

教
育
長)

市
内
19
の
全
校
長

か
ら
の
連
絡
で
大
き
な
影
響
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
�
ま
た
�
由

布
市
内
に
勤
務
す
る
教
職
員
の
中

に
処
分
の
対
象
者
は
い
な
い
�
今

後
処
分
対
象
者
が
出
れ
ば
状
況
に

応
じ
た
対
応
と
人
権
を
守
り
た
い
�

Q
大
き
な
影
響
は
あ
る
�
動
揺

と
不
信
の
芽
を
感
じ
取
れ
な
い
だ

け
だ
�
そ
の
芽
が
大
き
く
な
ら
な

い
う
ち
に
早
急
な
手
当
が
必
要
だ
�

A(

教
育
長)

語
り
か
け
�
文
書

な
り
教
育
委
員
会
部
局
内
で
熟
慮

し
た
い
�

精
神
障
が
い
者
へ
の

　
　
　
　
　

対
応
充
実
を

Q
由
布
市
に
お
け
る
精
神
障
が

い
者
の
現
状
で
現
在
把
握
出
来
て

い
る
対
象
者
の
人
数
は
�
保
健
師

の
メ
ン
タ
ル
チ
�
�
ク
出
来
る
機

能
は
�
市
と
し
て
�
専
門
の
方
に

よ
る
養
成
講
座
な
ど
開
講
し
支
え

て
く
れ
る
親
会
を
は
じ
め
�
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
な
ど
の
養
成
が
出
来
て
�

一
人
で
も
多
く
の
心
の
病
を
持
�

た
方
達
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
優

し
い
受
け
皿
を
持
�
た
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
望
む
�

A(

市
長)

19
年
度
末
で
自
立
支

援
医
療
受
給
者
は
２
９
８
名
�
訪

問
相
談
件
数
は
２
４
４
件
�
通
院
�

入
院
患
者
は
８
３
８
名
�
保
健
師

が
一
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
情
報
の
共
有
を
図
�
て
い
る
�

過
重
労
働
と
な
ら
な
い
よ
う
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
�
精
神
科
の

医
師
に
産
業
医
を
お
願
い
し
相
談

出
来
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
�

　

ま
た
�
地
域
に
出
か
け
�
事
例

検
討
会
を
す
る
な
ど
地
域
の
普
及

や
連
携
を
図
り
�
精
神
障
が
い
者

へ
の
偏
見
を
な
く
し
�
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
�

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
育
成
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
啓
発
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
�

子
育
て
支
援
施
策
充
実
を

Q
公
立
保
育
園
の
民
間
委
託
は

社
会
の
変
革
に
伴
い
�
民
間
で
出

来
る
と
こ
ろ
は
民
間
に
と
の
流
れ

で
あ
る
�
そ
の
経
済
効
果
は
約
１

億
円
く
ら
い
と
聞
い
て
い
る
�
な

ら
ば
�
そ
の
財
政
効
果
を
保
護
者

の
方
々
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
子
育

て
支
援
策
と
し
て
考
え
て
も
ら
い

た
い
�
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化

を
小
学
校
６
年
ま
で
に
拡
充
出
来

な
い
か
�
妊
産
婦
健
診
の
無
料
化

を
14
回
ま
で
拡
充
出
来
な
い
か
な

ど
由
布
市
の
実
情
に
あ
�
た
ア
イ

デ
�
ア
で
の
施
策
を
要
望
す
る
�

A(

市
長)

民
間
委
託
は
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
の
一
環
で
全
て

を
�
と
は
な
ら
な
い
が
�
少
子
化

対
策
と
し
て
も
子
育
て
支
援
施
策

を
充
実
し
た
い
�
乳
幼
児
医
療
費

助
成
の
拡
充
や
５
歳
児
健
診
の
実

施
�
妊
産
婦
健
診
な
ど
今
後
積
極

的
に
検
討
し
て
い
く
�
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市
長
の
行
政
報
告

　
　
　

に
つ
い
て
問
う

Q
旧
湯
布
院
町
の
防
災
行
政
無

線
談
合
損
害
賠
償
事
件
訴
訟
の
福

岡
高
裁
判
決
に
対
し
て
由
布
市
は

上
告
せ
ず
�
判
決
で
確
定
し
た
額

を
請
求
す
る
と
行
政
報
告
し
た
が
�

な
ぜ
�
一
審
判
決
の
と
き
に
控
訴

権
を
放
棄
し
て
沖
電
気
に
４
�

５
０
０
万
円
を
請
求
し
な
か
�
た

の
か
�

A(

市
長)

沖
電
気
株
式
会
社
の

上
告
が
平
成
20
年
７
月
３
日
に
受

理
さ
れ
て
い
る
が
�
判
決
は
確
定

し
て
い
な
い
の
で
�
最
高
裁
の
判

断
を
受
け
て
対
応
し
た
い
�

Q
会
計
課
に
い
る
職
員
に
水
道

課
の
現
金
取
扱
員
の
辞
令
を
渡
し

た
こ
と
で
は
解
決
策
と
言
え
な
い
�

会
計
管
理
者
を
出
納
責
任
者
に
し
�

水
道
事
業
管
理
者
の
職
務
代
理
を

産
業
建
設
部
長
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
�

A(

市
長)

企
業
職
員
で
な
い
会

計
管
理
者
や
企
業
管
理
者
の
職
務

代
理
は
適
当
で
な
い
�
水
道
課
長

が
適
任
と
考
え
て
い
る
�

Q
教
育
長
就
任
を
前
提
と
し
て

教
育
委
員
の
任
命
を
行
な
う
と
い

う
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
�

A(

市
長)

議
会
の
同
意
を
得
て

清
永
教
育
委
員
を
任
命
し
た
が
�

辞
令
交
付
後
の
教
育
委
員
会
で
教

育
長
に
互
選
さ
れ
た
と
承
知
し
て

い
る
�

Q
議
長
が
同
行
し
て
企
業
誘
致

情
報
の
収
集
に
大
阪
へ
行
�
た
と

い
う
こ
と
だ
が
�
詳
細
説
明
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

６
月
議
会
で
企
業
誘

致
推
進
の
指
摘
が
あ
り
�
総
合
政

策
課
の
担
当
職
員
と
県
の
大
阪
事

務
所
か
ら
進
出
希
望
の
動
向
や
誘

致
競
争
の
実
情
に
つ
い
て
助
言
を

い
た
だ
い
た
�
議
会
に
も
ご
理
解

を
い
た
だ
く
た
め
議
長
に
同
行
を

お
願
い
し
た
�

物
品
購
入
の
契
約
書
式

　
　
　

が
不
十
分
で
は

Q
消
防
ポ
ン
プ
の
購
入
議
案
が

出
さ
れ
て
い
る
が
�
物
品
購
入
の

契
約
書
の
雛
形
が
な
い
�
例
規
集

の
中
に
工
事
請
負
契
約
書
も
な
い
�

旧
挾
間
町
の
と
き
は
あ
�
た
�
由

布
市
で
も
き
ち
ん
と
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
�

A(

総
務
部
長)

書
式
に
つ
い
て

は
８
月
末
ま
で
に
整
理
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
�
契
約
書
に
つ
い

て
は
�
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
あ
る

の
で
逐
一
定
め
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
と
思
�
て
い
る
�

農
業
施
策
に
つ
い
て

Q
耕
作
放
棄
地
が
年
々
増
え
�

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
増
加
し
て
い
る
�
電
気
柵
の
補

助
金
申
請
件
数
の
現
状
は
�

A(

市
長)

個
人
設
置
26
件
の
申

請
が
あ
り
�
全
て
補
助
対
象
と
な

�
て
い
る
�
ま
た
�
共
同
電
気
柵

２
件
�
共
同
金
網
柵
１
件
の
要
望

が
あ
り
補
助
予
定
で
あ
る
�

Q
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家
へ
の
燃
料

費
の
助
成
は
出
来
な
い
か
�
ま
た
�

土
壌
診
断
事
業
は
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か
�

A(

市
長)

今
の
と
こ
ろ
燃
料
費

の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
�
し
か

し
な
が
ら
�
国
で
検
討
さ
れ
て
い

る
施
設
の
保
温
向
上
対
策
の
た
め

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
い
き
た

い
�
土
壌
診
断
に
つ
い
て
は
農
協

を
通
じ
�
各
生
産
部
会
ご
と
実
施

し
て
お
り
�
平
成
19
年
度
は
合
計

１
７
８
件
の
土
壌
診
断
を
行
�
た
�

今
後
も
前
年
度
と
同
程
度
の
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
�

Q
国
が
計
画
し
て
い
る
も
の
は

大
規
模
な
施
設
対
象
で
由
布
市
の

よ
う
な
小
規
模
ハ
ウ
ス
農
家
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
�
市
独
自
の
緊
急
対

策
を
講
じ
る
べ
き
と
思
う
が
�

A(

農
政
課
長)

国
の
制
度
の
動

向
を
し
�
か
り
見
極
め
な
が
ら
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
�

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　

取
り
組
み
は

Q
ど
の
様
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

し
て
い
く
の
か
�
ま
た
具
体
策
は
�

A(

市
長)

Ｈ
Ｐ
や
事
業
メ
ニ
�

�
を
掲
載
し
た
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
�

ト
を
作
成
し
�
活
動
の
展
開
を
す

る
�
観
光
・
宿
泊
施
設
に
パ
ン
フ

レ
�
ト
を
置
い
て
い
た
だ
く
こ
と

や
在
京
由
布
市
会
等
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
�
パ
ン
フ
レ

�
ト
の
配
布
を
し
て
い
き
た
い
�

Q
寄
附
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
事
業
メ
ニ
�
�
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
�

A(

総
合
政
策
課
長)

対
象
事
業

に
つ
い
て
は
規
則
で
規
定
し
�
自

然
環
境
の
保
全
や
伝
統
文
化
の
継

承
等
の
由
布
市
の
特
色
を
生
か
し

た
事
業
メ
ニ
�
�
を
考
え
て
い
る
�

�
そ
の
他
�
職
員
の
能
力
開
発

と
多
能
化
に
つ
い
て
�
及
び
家
屋

の
新
築
増
築
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
質
問
し
た
�
�

行
政
の
綱
紀
粛
正
策
は

Q
一
連
の
不
祥
事
に
対
し
�
倫

理
規
定
と
し
て
条
例
制
定
や
服
務

に
際
し
て
の
研
修
�
内
部
告
発
制

の
設
定
な
ど
必
要
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

早
期
に
由
布
市
職
員

研
修
基
本
計
画
を
策
定
し
職
員
服

務
規
定
�
職
員
倫
理
規
定
�
職
員

公
益
通
報
制
度
の
周
知
徹
底
と
遵

守
を
図
り
綱
紀
粛
正
を
進
め
る
�

Q
市
長
と
議
会
に
関
し
て
政
治

倫
理
の
条
例
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
�
目
安
箱
の
設
置
や
口
利
き
の

公
開
な
ど
風
通
し
が
良
く
�
動
き

の
見
え
る
行
政
と
議
会
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
�

A(

市
長)

収
賄
や
汚
職
の
防

止
・
抑
止
を
図
る
意
味
で
も
検
討

し
て
い
き
た
い
�

農
業
に
新
し
い
展
開
策
を

Q
農
業
集
落
の
高
齢
化
�
集
落

機
能
の
低
下
に
対
し
�
国
や
県
の

支
援
事
業
を
活
用
し
た
活
性
化
策

を
講
じ
て
い
く
べ
き
だ
が
�

A(

市
長)

中
山
間
地
等
直
接
支

払
�
集
落
営
農
組
織
育
成
�
農

地
・
水
・
環
境
保
全
�
小
規
模
高

齢
化
集
落
支
援
等
�
国
県
事
業
を

活
用
し
て
い
る
�
そ
れ
に
加
え
て
�

昨
年
度
よ
り
由
布
市
農
業
農
村
計

画
で
�
農
業
環
境
・
担
い
手
づ
く

り
�
市
民
と
農
家
の
交
流
体
験
�

安
心
安
全
な
農
産
物
づ
く
り
�
由

布
市
農
業
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
�
を

展
開
し
て
い
る
�

Q
鹿
児
島
�
宮
崎
�
熊
本
が
農

業
産
出
額
で
全
国
ベ
ス
ト
10
に
入

�
て
い
る
も
の
の
�
大
分
県
は
23

位
と
低
迷
し
て
い
る
�
だ
か
ら
大

分
県
の
農
業
推
進
標
語
は
�
も
う

か
る
農
業
�
を
掲
げ
て
い
る
�

　

九
州
農
業
白
書
で
は
九
州
産
の

梨
輸
出
量
は
こ
こ
４
年
で
20
倍
に

急
増
し
て
い
る
�
由
布
市
特
産
の

梨
も
�
輸
出
向
け
の
高
級
品
に
し
�

少
量
高
価
格
で
輸
出
へ
の
対
応
な

ど
推
進
出
来
る
の
で
は
な
い
か
�

A(

市
長)

庄
内
の
梨
で
は
輸
出

に
必
要
な
一
定
量
の
確
保
が
出
来

な
い
�

Q
た
と
え
少
量
の
生
産
で
も
高
級

品
の
需
要
は
中
国
�
台
湾
で
は
急

増
し
て
い
る
な
か
�
糖
度
と
大
き

さ
で
特
出
し
た
も
の
を
作
り
�

�
も
う
か
る
産
物
�
と
し
て
付
加

価
値
を
つ
け
て
県
の
方
針
に
乗
せ

た
り
�
直
接
販
売
網
を
開
発
す
れ

ば
良
い
�
発
想
を
転
換
し
�
積
極

的
な
農
業
支
援
策
を
望
む
�

県
教
委
の
不
祥
事
に
関
し
�

児
童
�
生
徒
�
保
護
者
に

　
　

対
す
る
説
明
責
任
は

A(

教
育
長)

市
内
19
の
全
校
長

か
ら
の
連
絡
で
大
き
な
影
響
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
�
ま
た
�
由

布
市
内
に
勤
務
す
る
教
職
員
の
中

に
処
分
の
対
象
者
は
い
な
い
�
今

後
処
分
対
象
者
が
出
れ
ば
状
況
に

応
じ
た
対
応
と
人
権
を
守
り
た
い
�

Q
大
き
な
影
響
は
あ
る
�
動
揺

と
不
信
の
芽
を
感
じ
取
れ
な
い
だ

け
だ
�
そ
の
芽
が
大
き
く
な
ら
な

い
う
ち
に
早
急
な
手
当
が
必
要
だ
�

A(

教
育
長)
語
り
か
け
�
文
書

な
り
教
育
委
員
会
部
局
内
で
熟
慮

し
た
い
�

精
神
障
が
い
者
へ
の

　
　
　
　
　

対
応
充
実
を

Q
由
布
市
に
お
け
る
精
神
障
が

い
者
の
現
状
で
現
在
把
握
出
来
て

い
る
対
象
者
の
人
数
は
�
保
健
師

の
メ
ン
タ
ル
チ
�
�
ク
出
来
る
機

能
は
�
市
と
し
て
�
専
門
の
方
に

よ
る
養
成
講
座
な
ど
開
講
し
支
え

て
く
れ
る
親
会
を
は
じ
め
�
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
な
ど
の
養
成
が
出
来
て
�

一
人
で
も
多
く
の
心
の
病
を
持
�

た
方
達
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
優

し
い
受
け
皿
を
持
�
た
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
望
む
�

A(

市
長)

19
年
度
末
で
自
立
支

援
医
療
受
給
者
は
２
９
８
名
�
訪

問
相
談
件
数
は
２
４
４
件
�
通
院
�

入
院
患
者
は
８
３
８
名
�
保
健
師

が
一
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
情
報
の
共
有
を
図
�
て
い
る
�

過
重
労
働
と
な
ら
な
い
よ
う
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
�
精
神
科
の

医
師
に
産
業
医
を
お
願
い
し
相
談

出
来
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
�

　

ま
た
�
地
域
に
出
か
け
�
事
例

検
討
会
を
す
る
な
ど
地
域
の
普
及

や
連
携
を
図
り
�
精
神
障
が
い
者

へ
の
偏
見
を
な
く
し
�
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
�

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
育
成
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
啓
発
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
�

子
育
て
支
援
施
策
充
実
を

Q
公
立
保
育
園
の
民
間
委
託
は

社
会
の
変
革
に
伴
い
�
民
間
で
出

来
る
と
こ
ろ
は
民
間
に
と
の
流
れ

で
あ
る
�
そ
の
経
済
効
果
は
約
１

億
円
く
ら
い
と
聞
い
て
い
る
�
な

ら
ば
�
そ
の
財
政
効
果
を
保
護
者

の
方
々
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
子
育

て
支
援
策
と
し
て
考
え
て
も
ら
い

た
い
�
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化

を
小
学
校
６
年
ま
で
に
拡
充
出
来

な
い
か
�
妊
産
婦
健
診
の
無
料
化

を
14
回
ま
で
拡
充
出
来
な
い
か
な

ど
由
布
市
の
実
情
に
あ
�
た
ア
イ

デ
�
ア
で
の
施
策
を
要
望
す
る
�

A(

市
長)

民
間
委
託
は
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
の
一
環
で
全
て

を
�
と
は
な
ら
な
い
が
�
少
子
化

対
策
と
し
て
も
子
育
て
支
援
施
策

を
充
実
し
た
い
�
乳
幼
児
医
療
費

助
成
の
拡
充
や
５
歳
児
健
診
の
実

施
�
妊
産
婦
健
診
な
ど
今
後
積
極

的
に
検
討
し
て
い
く
�
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Ｑ
県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
委

譲
の
協
議
で
�
パ
ス
ポ
�
ト
の
申

請
交
付
に
か
か
わ
る
旅
券
法
の
事

務
は
由
布
市
と
し
て
の
対
応
は
�

A(

市
長)

申
請
か
ら
公
布
ま
で

の
期
間
が
６
日
か
ら
９
日
以
内
か

か
る
が
�
21
年
度
か
ら
の
委
譲
に

向
け
準
備
し
て
い
る
�

�
他
に
も
給
食
費
の
振
込
手
数
料

に
つ
い
て
と
�
一
人
暮
ら
し
の
見

守
り
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
�
�

由
布
高
校
存
続
の

　
　
　
　
　

見
通
し
は

Q
県
教
委
と
の
折
衝
で
存
続
の

感
触
は
�
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

の
Ｐ
Ｒ
は
進
ん
で
い
る
か
�
ま
た
�

中
学
生
の
ア
ン
ケ
�
ト
調
査
の
時

期
と
タ
イ
ミ
ン
グ
は
よ
い
の
か
�

A(

教
育
長)

存
続
を
求
め
る
地

元
の
熱
意
を
強
く
感
じ
て
い
る
よ

う
だ
�
推
進
し
て
い
る
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
と
は
�
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
説
明
会
を
行
い
延

８
５
０
名
の
参
加
者
が
あ
�
た
�

ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
等
の
意
見

が
あ
�
た
の
で
�
一
つ
ひ
と
つ
説

明
を
す
る
中
で
理
解
を
得
た
�
９

月
上
旬
ま
で
に
�
児
童
・
生
徒
の

進
学
希
望
調
査
を
実
施
し
た
い
�

Q
由
布
高
校
存
続
の
中
で
�
一

つ
の
選
択
と
し
て
�
ス
ポ
�
ツ
を

通
じ
て
も
高
校
に
入
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
れ
ば
幅
が
広
が
る
�

し
か
し
�
現
在
は
小
中
高
生
が
野

球
等
を
す
る
と
き
�
市
内
の
球
場

等
の
施
設
利
用
料
が
高
く
困
�
て

い
る
�
見
直
し
は
出
来
な
い
か
�

A(

教
育
次
長)

小
中
高
生
の
利

用
区
分
が
な
い
の
で
�
早
急
に
運

動
施
設
の
利
用
料
を
見
直
し
�
施

行
を
来
年
度
か
ら
行
い
た
い
�

少
子
化
対
策
は

Q
第
３
子
誕
生
祝
い
金
支
給
条

例
の
制
定
や
保
護
者
が
病
気
等
で

児
童
の
面
倒
を
見
ら
れ
な
く
な
�

た
と
き
の
支
援
策
は
�

A(

市
長)

少
子
化
対
策
や
子
育

て
で
効
果
的
で
あ
る
保
育
料
を
�

県
内
で
最
も
低
い
水
準
を
維
持
し

て
い
る
�
総
合
計
画
の
見
直
し
の

と
き
に
検
討
し
た
い
�
保
護
者
が

急
病
等
緊
急
が
発
生
し
た
場
合
は
�

一
時
保
育
サ
�
ビ
ス
事
業
と
�
財

団
法
人
21
世
紀
財
団
で
�
厚
生
労

働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
保
育
サ

ポ
�
タ
�
事
業
の
取
り
組
み
も
し

て
い
る
�

国
道
２
１
０
号
線
の

　
　

交
通
事
故
対
策
を

Q
市
内
の
国
道
は
�
カ
�
ブ
が

多
く
道
路
幅
も
狭
く
片
道
一
車
線

な
の
で
交
通
事
故
も
多
く
�
今
年

３
月
か
ら
７
月
ま
で
交
通
事
故
で

５
人
も
亡
く
な
�
て
い
る
�
早
急

に
改
善
の
要
請
を
す
べ
き
�

A(

市
長
�
建
設
課
長)

促
進
協

議
会
で
具
体
的
に
悪
い
箇
所
の
改

善
を
要
望
し
て
い
る
�
平
成
19
年

度
は
�
路
面
補
修
・
防
護
柵
設
置

な
ど
に
つ
い
て
は
約
80
％
が
改
良

さ
れ
て
い
る
�
ま
た
�
４
車
線
化

も
毎
年
要
望
し
て
い
る
�

原
油
等
高
騰
対
策
を

Q
原
油
価
格
の
高
騰
は
�
市
民

生
活
や
農
林
業
・
製
造
業
・
運
輸

業
な
ど
�
産
業
全
般
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
�
国
�
県
に
対

策
を
要
望
し
て
い
る
の
か
�
市
の

具
体
策
は
�

A(

市
長)

全
国
市
長
会
と
し
て
�

原
油
価
格
高
騰
対
策
の
充
実
を
求

め
る
緊
急
要
望
を
行
�
た
�
国
�

県
の
対
策
を
踏
ま
え
て
�
市
も
具

体
策
を
検
討
す
る
�

農
地
・
水
・

　
　

環
境
保
全
対
策
は

Q
事
業
内
容
の
取
り
組
み
状
況

と
そ
の
地
域
は
�

A(

市
長)

平
成
19
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
の
間
実
施
�
農
地
・

水
・
環
境
の
良
好
な
保
全
と
質
的

向
上
が
狙
い
�
地
域
が
共
同
で
取

り
組
む
活
動
組
織
を
支
援
�
農
振

農
用
地
内
に
あ
る
集
落
単
位
�
水

系
単
位
等
で
結
成
し
�
規
約
や
活

動
計
画
を
作
成
し
�
市
町
村
と
協

定
を
結
び
�
要
件
を
満
た
す
活
動

組
織
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
�

19
年
度
14
地
区
�
20
年
度
は
15
地

区
�
総
面
積
１
�
６
８
０
ha
�
交

付
金
総
額
７
�
０
９
０
万
円
�

Q
今
後
も
継
続
し
て
い
く
の
か
�

A(

市
長)

市
と
し
て
�
農
地
�

農
業
施
設
の
維
持
管
理
や
農
村
環

境
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
�
県

及
び
市
町
村
と
一
緒
に
事
業
の
継

続
を
国
に
要
望
し
て
い
く
予
定
�

生
ゴ
ミ
の
再
生
利
用
の

　
　
　
　

取
り
組
み
を

Q
生
ゴ
ミ
再
生
利
用
の
取
り
組

み
の
重
要
性
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
�

A(

市
長)

重
要
性
に
つ
い
て
は
�

次
の
４
つ
の
効
果
が
考
え
ら
れ
る
�

�
１
�
資
源
と
し
て
有
効
利
用
�

ご
み
処
理
量
の
減
や
コ
ス
ト
削
減

の
効
果
�

�
２
�
堆
肥
化
に
よ
り
有
機
肥
料

へ
の
転
換
で
�
農
地
の
環
境
負
荷

低
減
に
繋
が
り
�
安
全
な
食
の
提

供
に
寄
与
す
る
効
果
�

�
３
�
消
費
者
と
生
産
者
の
地
域

循
環
に
よ
り
�
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ

�
の
活
性
化
に
役
立
つ
効
果
�

�
４
�
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
環
境
の

大
切
さ
を
学
ぶ
効
果
が
あ
り
�
情

報
提
供
等
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
�

認
定
こ
ど
も
園
対
策
は

Q
認
定
こ
ど
も
園
の
対
策
の
検

討
は
�

A(

市
長)

現
在
�
県
内
で
は
５

施
設
が
開
設
�
市
に
お
い
て
は
�

今
後
県
内
の
動
向
を
見
な
が
ら
�

既
存
の
保
育
所
な
ど
と
協
議
し
対

応
し
て
い
き
た
い
�

Q
保
育
所
の
民
営
化
の
進
捗
状

況
は
�

A(

市
長)

挾
間
保
育
所
で
９
回
�

西
庄
内
保
育
所
で
３
回
�
保
護
者

説
明
会
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明

を
行
�
た
�
６
月
議
会
の
不
採
択

の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
�
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
置
し
�
最
終
答
申
に

向
け
て
進
行
中
�

Q
�
子
ど
も
交
付
金
�
制
度
の

活
用
・
利
用
に
つ
い
て
は
�

A(

市
長)

認
定
こ
ど
も
園
に
助

成
す
る
自
治
体
に
交
付
金
を
一
括

支
給
す
る
仕
組
み
で
�
認
定
こ
ど

も
園
の
普
及
を
加
速
し
�
待
機
児

童
解
消
に
繋
げ
た
い
考
え
で
あ
り
�

社
会
保
障
分
野
�
５
つ
の
安
心
プ

ラ
ン
�
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
る

も
の
で
あ
る
�

教
育
行
政
の

　
　

諸
問
題
に
つ
い
て

　

大
分
県
教
職
員
採
用
汚
職
に
関

わ
る
一
連
の
事
件
に
よ
り
�
様
々

な
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
�
教
育

の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て

い
る
�
多
く
の
市
民
は
こ
の
機
会

に
膿
を
出
し
切
�
て
教
育
を
正
常

化
し
て
ほ
し
い
と
願
�
て
い
る
�

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
�

Q
教
育
委
員
会
の
責
任
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
あ
る
か
�

ま
た
�
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム
設

置
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
お

考
え
で
な
い
の
か
伺
う
�
併
せ
て
�

教
育
行
政
に
向
け
ら
れ
た
疑
念
を

払
拭
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
お
考
え
か
�

A(

教
育
委
員
長)

教
育
へ
の
信

頼
を
損
な
う
結
果
と
な
�
た
こ
と

に
対
し
�
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し

上
げ
た
い
�

A(

教
育
長)

私
と
し
て
の
立
場

か
ら
お
詫
び
と
決
意
の
言
葉
を
子

ど
も
達
や
保
護
者
に
送
り
た
い
と

思
�
て
い
る
所
で
あ
る
�

Q
同
じ
身
内
か
ら
逮
捕
者
が
出

れ
ば
�
残
さ
れ
た
委
員
で
責
任
を

取
ろ
う
�
由
布
市
教
育
行
政
の
た

め
に
頑
張
�
て
い
こ
う
�
と
�
４

人
の
教
育
委
員
か
ら
教
育
長
を
互

選
す
る
の
が
普
通
の
対
応
で
あ
り
�

責
任
を
果
た
す
こ
と
で
も
あ
る
と

考
え
る
が
�
そ
う
い
う
気
概
と
覚

悟
を
持
�
た
教
育
委
員
は
い
な
か

�
た
の
か
�

A(

教
育
委
員
長)

４
名
の
中
で

�
私
が
や
ろ
う
�
こ
の
非
常
事
態

だ
か
ら
教
育
長
と
し
て
�
と
い
う

人
は
い
な
か
�
た
�
ご
指
摘
の
様

に
認
識
が
甘
か
�
た
と
思
う
�

Q
第
３
回
臨
時
議
会
で
の
教
育

委
員
の
任
命
で
議
事
録
を
見
る
と
�

市
長
�
教
育
委
員
長
共
に
�
教
育

長
と
し
て
清
永
氏
の
任
命
同
意
を

お
願
い
し
て
い
る
よ
う
だ
が
�
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
に
違
反
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
�
ま
た
�
本
当
の
仕

組
み
が
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
�

A(

市
長)

あ
く
ま
で
も
教
育
委

員
会
の
互
選
で
あ
る
の
で
�
私
自

身
そ
こ
は
な
か
な
か
言
え
な
い
�

　
商
工
会
補
助
金
の
不
公
平
は

Q
旧
３
町
の
商
工
会
補
助
金
の

補
助
率
に
大
き
な
差
が
あ
り
�
不

公
平
感
が
否
め
な
い
�
補
助
金
額

の
根
拠
と
今
後
の
方
針
は
�

A(

市
長)

各
商
工
会
の
補
助
金

申
請
に
よ
り
事
業
内
容
を
精
査
し
�

さ
ら
に
各
商
工
会
が
長
年
培
�
て

き
た
歴
史
と
事
業
の
経
緯
が
あ
る

の
で
�
そ
れ
を
考
慮
し
て
調
整
し

て
決
め
た
�

A(

環
境
商
工
観
光
部
長)

旧
町

時
代
か
ら
の
様
々
な
い
き
さ
つ
が

あ
り
�
各
商
工
会
か
ら
も
こ
れ
ま

で
の
補
助
金
を
維
持
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
も
あ
り
�
会
員
割
な

ど
色
々
検
討
し
た
が
調
整
が
し
に

く
い
�
現
状
の
補
助
率
の
バ
ラ
ン

ス
が
お
か
し
い
の
は
充
分
理
解
し

て
い
る
�
今
後
は
ご
指
摘
の
部
分

を
精
査
し
な
が
ら
�
21
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
再
検
討
し
た
い
�

Q
私
は
な
に
も
全
部
一
律
に
し

ろ
と
言
�
て
い
る
の
で
は
な
い
�

挾
間
商
工
会
に
は
�
地
域
の
地
場

産
業
育
成
の
た
め
特
に
手
厚
い
補

助
が
必
要
と
考
え
る
の
な
ら
�
そ

れ
は
そ
れ
で
必
要
だ
と
思
う
�
し

か
し
�
そ
れ
な
ら
他
の
地
域
の
人

達
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
と

根
拠
を
ち
�
ん
と
示
す
べ
き
だ
�

A(

環
境
商
工
観
光
部
長)

今
後
�

充
分
検
討
し
た
上
で
�
き
ち
ん
と

説
明
で
き
る
よ
う
な
補
助
金
の
体

制
作
り
を
し
た
い
�

大
分
市
が
入
ら
な
い
消
防

一
本
化
は
デ
メ
リ
�
ト

Q
県
が
県
下
の
消
防
本
部
を
一

本
化
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
が
�

一
本
化
は
�
由
布
市
に
と
�
て
メ

リ
�
ト
は
あ
る
の
か
�

A(

市
長)

大
分
市
を
除
く
13
消

防
本
部
を
対
象
に
広
域
化
推
進
計

画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
�
ま
た
別

府
市
も
参
加
し
な
い
と
意
向
表
明

し
て
い
る
�
由
布
市
と
し
て
は
�

大
分
市
の
不
参
加
は
一
番
の
デ
メ

リ
�
ト
で
あ
る
と
考
え
る
�

庁
舎
の
検
討
を

　

外
部
任
せ
に
す
る
な

Q
本
庁
舎
方
式
を
検
討
す
る
た

め
の
諮
問
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
�
な
ぜ
市
民
を
入
れ
な
い
の
か
�

A(

市
長)

過
去
の
合
併
協
議
会

で
�
本
庁
舎
を
取
ろ
う
と
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
主
張
し
あ
�
て
ま
と

ま
ら
な
か
�
た
�
今
回
も
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
市
民
を
入
れ
る
と
�

同
じ
結
果
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
�

Q
市
民
同
士
で
話
を
さ
せ
る
と

喧
嘩
し
て
ま
と
ま
ら
な
い
か
ら
�

外
部
の
人
に
考
え
て
も
ら
お
う
と

は
�
あ
ま
り
に
も
市
民
を
子
ど
も

扱
い
し
て
い
る
�
そ
ん
な
外
部
の

人
が
作
�
た
案
を
市
民
は
受
け
入

れ
る
は
ず
が
な
い
�
そ
れ
よ
り
も

３
地
域
の
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主

張
を
言
い
合
�
た
後
に
�
そ
の
上

で
市
民
同
士
が
十
分
に
話
し
合
い
�

自
分
た
ち
で
案
を
出
し
て
い
く
事

が
必
要
で
は
な
い
か
�
市
長
は
も

�
と
市
民
を
信
じ
て
欲
し
い
�

A(

市
長)

客
観
的
な
立
場
か
ら

の
検
討
は
検
討
と
し
て
�
併
行
し

て
地
域
審
議
会
な
ど
に
諮
問
を
し

な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も

充
分
に
組
み
入
れ
て
行
き
た
い
�
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Ｑ
県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
委

譲
の
協
議
で
�
パ
ス
ポ
�
ト
の
申

請
交
付
に
か
か
わ
る
旅
券
法
の
事

務
は
由
布
市
と
し
て
の
対
応
は
�

A(

市
長)

申
請
か
ら
公
布
ま
で

の
期
間
が
６
日
か
ら
９
日
以
内
か

か
る
が
�
21
年
度
か
ら
の
委
譲
に

向
け
準
備
し
て
い
る
�

�
他
に
も
給
食
費
の
振
込
手
数
料

に
つ
い
て
と
�
一
人
暮
ら
し
の
見

守
り
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
�
�

由
布
高
校
存
続
の

　
　
　
　
　

見
通
し
は

Q
県
教
委
と
の
折
衝
で
存
続
の

感
触
は
�
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

の
Ｐ
Ｒ
は
進
ん
で
い
る
か
�
ま
た
�

中
学
生
の
ア
ン
ケ
�
ト
調
査
の
時

期
と
タ
イ
ミ
ン
グ
は
よ
い
の
か
�

A(

教
育
長)

存
続
を
求
め
る
地

元
の
熱
意
を
強
く
感
じ
て
い
る
よ

う
だ
�
推
進
し
て
い
る
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
と
は
�
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
説
明
会
を
行
い
延

８
５
０
名
の
参
加
者
が
あ
�
た
�

ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
等
の
意
見

が
あ
�
た
の
で
�
一
つ
ひ
と
つ
説

明
を
す
る
中
で
理
解
を
得
た
�
９

月
上
旬
ま
で
に
�
児
童
・
生
徒
の

進
学
希
望
調
査
を
実
施
し
た
い
�

Q
由
布
高
校
存
続
の
中
で
�
一

つ
の
選
択
と
し
て
�
ス
ポ
�
ツ
を

通
じ
て
も
高
校
に
入
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
れ
ば
幅
が
広
が
る
�

し
か
し
�
現
在
は
小
中
高
生
が
野

球
等
を
す
る
と
き
�
市
内
の
球
場

等
の
施
設
利
用
料
が
高
く
困
�
て

い
る
�
見
直
し
は
出
来
な
い
か
�

A(

教
育
次
長)

小
中
高
生
の
利

用
区
分
が
な
い
の
で
�
早
急
に
運

動
施
設
の
利
用
料
を
見
直
し
�
施

行
を
来
年
度
か
ら
行
い
た
い
�

少
子
化
対
策
は

Q
第
３
子
誕
生
祝
い
金
支
給
条

例
の
制
定
や
保
護
者
が
病
気
等
で

児
童
の
面
倒
を
見
ら
れ
な
く
な
�

た
と
き
の
支
援
策
は
�

A(

市
長)

少
子
化
対
策
や
子
育

て
で
効
果
的
で
あ
る
保
育
料
を
�

県
内
で
最
も
低
い
水
準
を
維
持
し

て
い
る
�
総
合
計
画
の
見
直
し
の

と
き
に
検
討
し
た
い
�
保
護
者
が

急
病
等
緊
急
が
発
生
し
た
場
合
は
�

一
時
保
育
サ
�
ビ
ス
事
業
と
�
財

団
法
人
21
世
紀
財
団
で
�
厚
生
労

働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
保
育
サ

ポ
�
タ
�
事
業
の
取
り
組
み
も
し

て
い
る
�

国
道
２
１
０
号
線
の

　
　

交
通
事
故
対
策
を

Q
市
内
の
国
道
は
�
カ
�
ブ
が

多
く
道
路
幅
も
狭
く
片
道
一
車
線

な
の
で
交
通
事
故
も
多
く
�
今
年

３
月
か
ら
７
月
ま
で
交
通
事
故
で

５
人
も
亡
く
な
�
て
い
る
�
早
急

に
改
善
の
要
請
を
す
べ
き
�

A(

市
長
�
建
設
課
長)

促
進
協

議
会
で
具
体
的
に
悪
い
箇
所
の
改

善
を
要
望
し
て
い
る
�
平
成
19
年

度
は
�
路
面
補
修
・
防
護
柵
設
置

な
ど
に
つ
い
て
は
約
80
％
が
改
良

さ
れ
て
い
る
�
ま
た
�
４
車
線
化

も
毎
年
要
望
し
て
い
る
�

原
油
等
高
騰
対
策
を

Q
原
油
価
格
の
高
騰
は
�
市
民

生
活
や
農
林
業
・
製
造
業
・
運
輸

業
な
ど
�
産
業
全
般
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
�
国
�
県
に
対

策
を
要
望
し
て
い
る
の
か
�
市
の

具
体
策
は
�

A(

市
長)

全
国
市
長
会
と
し
て
�

原
油
価
格
高
騰
対
策
の
充
実
を
求

め
る
緊
急
要
望
を
行
�
た
�
国
�

県
の
対
策
を
踏
ま
え
て
�
市
も
具

体
策
を
検
討
す
る
�

農
地
・
水
・

　
　

環
境
保
全
対
策
は

Q
事
業
内
容
の
取
り
組
み
状
況

と
そ
の
地
域
は
�

A(

市
長)

平
成
19
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
の
間
実
施
�
農
地
・

水
・
環
境
の
良
好
な
保
全
と
質
的

向
上
が
狙
い
�
地
域
が
共
同
で
取

り
組
む
活
動
組
織
を
支
援
�
農
振

農
用
地
内
に
あ
る
集
落
単
位
�
水

系
単
位
等
で
結
成
し
�
規
約
や
活

動
計
画
を
作
成
し
�
市
町
村
と
協

定
を
結
び
�
要
件
を
満
た
す
活
動

組
織
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
�

19
年
度
14
地
区
�
20
年
度
は
15
地

区
�
総
面
積
１
�
６
８
０
ha
�
交

付
金
総
額
７
�
０
９
０
万
円
�

Q
今
後
も
継
続
し
て
い
く
の
か
�

A(

市
長)

市
と
し
て
�
農
地
�

農
業
施
設
の
維
持
管
理
や
農
村
環

境
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
�
県

及
び
市
町
村
と
一
緒
に
事
業
の
継

続
を
国
に
要
望
し
て
い
く
予
定
�

生
ゴ
ミ
の
再
生
利
用
の

　
　
　
　

取
り
組
み
を

Q
生
ゴ
ミ
再
生
利
用
の
取
り
組

み
の
重
要
性
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
�

A(

市
長)

重
要
性
に
つ
い
て
は
�

次
の
４
つ
の
効
果
が
考
え
ら
れ
る
�

�
１
�
資
源
と
し
て
有
効
利
用
�

ご
み
処
理
量
の
減
や
コ
ス
ト
削
減

の
効
果
�

�
２
�
堆
肥
化
に
よ
り
有
機
肥
料

へ
の
転
換
で
�
農
地
の
環
境
負
荷

低
減
に
繋
が
り
�
安
全
な
食
の
提

供
に
寄
与
す
る
効
果
�

�
３
�
消
費
者
と
生
産
者
の
地
域

循
環
に
よ
り
�
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ

�
の
活
性
化
に
役
立
つ
効
果
�

�
４
�
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
環
境
の

大
切
さ
を
学
ぶ
効
果
が
あ
り
�
情

報
提
供
等
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
�

認
定
こ
ど
も
園
対
策
は

Q
認
定
こ
ど
も
園
の
対
策
の
検

討
は
�

A(

市
長)

現
在
�
県
内
で
は
５

施
設
が
開
設
�
市
に
お
い
て
は
�

今
後
県
内
の
動
向
を
見
な
が
ら
�

既
存
の
保
育
所
な
ど
と
協
議
し
対

応
し
て
い
き
た
い
�

Q
保
育
所
の
民
営
化
の
進
捗
状

況
は
�

A(

市
長)

挾
間
保
育
所
で
９
回
�

西
庄
内
保
育
所
で
３
回
�
保
護
者

説
明
会
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明

を
行
�
た
�
６
月
議
会
の
不
採
択

の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
�
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
置
し
�
最
終
答
申
に

向
け
て
進
行
中
�

Q
�
子
ど
も
交
付
金
�
制
度
の

活
用
・
利
用
に
つ
い
て
は
�

A(

市
長)

認
定
こ
ど
も
園
に
助

成
す
る
自
治
体
に
交
付
金
を
一
括

支
給
す
る
仕
組
み
で
�
認
定
こ
ど

も
園
の
普
及
を
加
速
し
�
待
機
児

童
解
消
に
繋
げ
た
い
考
え
で
あ
り
�

社
会
保
障
分
野
�
５
つ
の
安
心
プ

ラ
ン
�
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
る

も
の
で
あ
る
�

教
育
行
政
の

　
　

諸
問
題
に
つ
い
て

　

大
分
県
教
職
員
採
用
汚
職
に
関

わ
る
一
連
の
事
件
に
よ
り
�
様
々

な
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
�
教
育

の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て

い
る
�
多
く
の
市
民
は
こ
の
機
会

に
膿
を
出
し
切
�
て
教
育
を
正
常

化
し
て
ほ
し
い
と
願
�
て
い
る
�

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
�

Q
教
育
委
員
会
の
責
任
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
あ
る
か
�

ま
た
�
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム
設

置
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
お

考
え
で
な
い
の
か
伺
う
�
併
せ
て
�

教
育
行
政
に
向
け
ら
れ
た
疑
念
を

払
拭
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
お
考
え
か
�

A(

教
育
委
員
長)

教
育
へ
の
信

頼
を
損
な
う
結
果
と
な
�
た
こ
と

に
対
し
�
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し

上
げ
た
い
�

A(
教
育
長)

私
と
し
て
の
立
場

か
ら
お
詫
び
と
決
意
の
言
葉
を
子

ど
も
達
や
保
護
者
に
送
り
た
い
と

思
�
て
い
る
所
で
あ
る
�

Q
同
じ
身
内
か
ら
逮
捕
者
が
出

れ
ば
�
残
さ
れ
た
委
員
で
責
任
を

取
ろ
う
�
由
布
市
教
育
行
政
の
た

め
に
頑
張
�
て
い
こ
う
�
と
�
４

人
の
教
育
委
員
か
ら
教
育
長
を
互

選
す
る
の
が
普
通
の
対
応
で
あ
り
�

責
任
を
果
た
す
こ
と
で
も
あ
る
と

考
え
る
が
�
そ
う
い
う
気
概
と
覚

悟
を
持
�
た
教
育
委
員
は
い
な
か

�
た
の
か
�

A(

教
育
委
員
長)

４
名
の
中
で

�
私
が
や
ろ
う
�
こ
の
非
常
事
態

だ
か
ら
教
育
長
と
し
て
�
と
い
う

人
は
い
な
か
�
た
�
ご
指
摘
の
様

に
認
識
が
甘
か
�
た
と
思
う
�

Q
第
３
回
臨
時
議
会
で
の
教
育

委
員
の
任
命
で
議
事
録
を
見
る
と
�

市
長
�
教
育
委
員
長
共
に
�
教
育

長
と
し
て
清
永
氏
の
任
命
同
意
を

お
願
い
し
て
い
る
よ
う
だ
が
�
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
に
違
反
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
�
ま
た
�
本
当
の
仕

組
み
が
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
�

A(

市
長)

あ
く
ま
で
も
教
育
委

員
会
の
互
選
で
あ
る
の
で
�
私
自

身
そ
こ
は
な
か
な
か
言
え
な
い
�

　
商
工
会
補
助
金
の
不
公
平
は

Q
旧
３
町
の
商
工
会
補
助
金
の

補
助
率
に
大
き
な
差
が
あ
り
�
不

公
平
感
が
否
め
な
い
�
補
助
金
額

の
根
拠
と
今
後
の
方
針
は
�

A(

市
長)
各
商
工
会
の
補
助
金

申
請
に
よ
り
事
業
内
容
を
精
査
し
�

さ
ら
に
各
商
工
会
が
長
年
培
�
て

き
た
歴
史
と
事
業
の
経
緯
が
あ
る

の
で
�
そ
れ
を
考
慮
し
て
調
整
し

て
決
め
た
�

A(

環
境
商
工
観
光
部
長)

旧
町

時
代
か
ら
の
様
々
な
い
き
さ
つ
が

あ
り
�
各
商
工
会
か
ら
も
こ
れ
ま

で
の
補
助
金
を
維
持
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
も
あ
り
�
会
員
割
な

ど
色
々
検
討
し
た
が
調
整
が
し
に

く
い
�
現
状
の
補
助
率
の
バ
ラ
ン

ス
が
お
か
し
い
の
は
充
分
理
解
し

て
い
る
�
今
後
は
ご
指
摘
の
部
分

を
精
査
し
な
が
ら
�
21
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
再
検
討
し
た
い
�

Q
私
は
な
に
も
全
部
一
律
に
し

ろ
と
言
�
て
い
る
の
で
は
な
い
�

挾
間
商
工
会
に
は
�
地
域
の
地
場

産
業
育
成
の
た
め
特
に
手
厚
い
補

助
が
必
要
と
考
え
る
の
な
ら
�
そ

れ
は
そ
れ
で
必
要
だ
と
思
う
�
し

か
し
�
そ
れ
な
ら
他
の
地
域
の
人

達
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
と

根
拠
を
ち
�
ん
と
示
す
べ
き
だ
�

A(

環
境
商
工
観
光
部
長)

今
後
�

充
分
検
討
し
た
上
で
�
き
ち
ん
と

説
明
で
き
る
よ
う
な
補
助
金
の
体

制
作
り
を
し
た
い
�

大
分
市
が
入
ら
な
い
消
防

一
本
化
は
デ
メ
リ
�
ト

Q
県
が
県
下
の
消
防
本
部
を
一

本
化
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
が
�

一
本
化
は
�
由
布
市
に
と
�
て
メ

リ
�
ト
は
あ
る
の
か
�

A(

市
長)

大
分
市
を
除
く
13
消

防
本
部
を
対
象
に
広
域
化
推
進
計

画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
�
ま
た
別

府
市
も
参
加
し
な
い
と
意
向
表
明

し
て
い
る
�
由
布
市
と
し
て
は
�

大
分
市
の
不
参
加
は
一
番
の
デ
メ

リ
�
ト
で
あ
る
と
考
え
る
�

庁
舎
の
検
討
を

　

外
部
任
せ
に
す
る
な

Q
本
庁
舎
方
式
を
検
討
す
る
た

め
の
諮
問
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
�
な
ぜ
市
民
を
入
れ
な
い
の
か
�

A(

市
長)

過
去
の
合
併
協
議
会

で
�
本
庁
舎
を
取
ろ
う
と
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
主
張
し
あ
�
て
ま
と

ま
ら
な
か
�
た
�
今
回
も
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
市
民
を
入
れ
る
と
�

同
じ
結
果
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
�

Q
市
民
同
士
で
話
を
さ
せ
る
と

喧
嘩
し
て
ま
と
ま
ら
な
い
か
ら
�

外
部
の
人
に
考
え
て
も
ら
お
う
と

は
�
あ
ま
り
に
も
市
民
を
子
ど
も

扱
い
し
て
い
る
�
そ
ん
な
外
部
の

人
が
作
�
た
案
を
市
民
は
受
け
入

れ
る
は
ず
が
な
い
�
そ
れ
よ
り
も

３
地
域
の
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主

張
を
言
い
合
�
た
後
に
�
そ
の
上

で
市
民
同
士
が
十
分
に
話
し
合
い
�

自
分
た
ち
で
案
を
出
し
て
い
く
事

が
必
要
で
は
な
い
か
�
市
長
は
も

�
と
市
民
を
信
じ
て
欲
し
い
�

A(

市
長)

客
観
的
な
立
場
か
ら

の
検
討
は
検
討
と
し
て
�
併
行
し

て
地
域
審
議
会
な
ど
に
諮
問
を
し

な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も

充
分
に
組
み
入
れ
て
行
き
た
い
�
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田中真理子議員

佐藤郁夫議員高橋義孝議員

小林華弥子議員



　

由
布
高
校
神
楽
部
が
、
全
国
高
校
文
化
祭
で

郷
土
芸
能
部
門
日
本
一
に
な
り
、８
月
30
日
、

東
京
の
国
立
劇
場
で
公
演
が
あ
り
、
応
援
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

超
満
員
の
な
か「
貴
見
城
」を
舞
い
、
大
き
な
拍

手
が
あ
り
ま
し
た
。さ
す
が
日
本
一
の
由
布
高
校

神
楽
部
で
し
た
。

　

幕
間
に
、
出
演
し
た
高
校
の
代
表
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
が
あ
り
、
各
校
と
も「
夢
の
国
立
劇
場
に
出
ら

れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
」と
。で
も
、
由
布
高
校
３

人
の
代
表
は「
由
布
高
校
を
お
願
い
致
し
ま
す
」

と
み
ん
な
で
頭
を
下
げ
て
い
ま
し
た
。母
校
の
存
続

を
心
配
し
て
い
る
か
ら
出
て
き
た
言
葉
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。純
粋
で
明
る
く
、
聞
い
て
い
て
心
が
温
か

く
な
る
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。小
さ
い
学
校
だ
け
ど
、
大

き
な
感
動
を
あ
り
が
と
う
！

（
Ｔ
・
Ｓ
）

由
布
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　　　　

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
議

会
の
し
く
み
や
、
議
案
の
審
議
結
果
、
議
事
録
等

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp://

w
w
w.

city.

y
ufu.

oita.

jp/
 　　　　　　　　　　　　

g
ik
ai

/

g
ik
ai

.

h
tm
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■８月定例議会で採決された請願・陳情の結果

件　　名 代表提出者 結　果

「後期高齢者医療制度」の廃止の国への
意見書提出を求める請願（継続審議だったもの）

大分県保険医協会

由布市挾間町

不採択
（※1）

 継続審査

 可　決

（※2）
政治倫理条例・職員倫理条例の制定を求める陳情

森林、林業、木材産業施策の積極的な展開を求める
意見書

請　

願

　
　
　

陳　

情　

発　

議

※1【不採択の理由】政府の見直しは現在も進んでいることや、廃止の対案もなく「老人保健制度」に戻す
　　　　　　　　　 ことへの危惧から不採択とした。
※2【継続審査の理由】議会中の追加提出であったため、時間的余裕がなく、継続して審査することにした。
　　　　　　　　　 なお「由布市職員倫理規定」は条例制定がなされている。

編
集
後
記藤

柴
　

厚

才

利

光
　

直

人

小

林

華

弥

子

佐

藤
　

郁

夫

佐

藤
　

友

信

田

中

真

理

子

久

保
　

博

義

吉

村
　

幸

治

委

員

長

副
委
員
長

委
　

員

委
　

員

委
　

員

委
　

員

委
　

員

委
　

員

区分

会長　松山家久

武内良高　ほか２名

山村博司　ほか5名
観光経済委員長

　香春町では本会議中継システムについての研修を行った。

町長、副議長、広報委員の皆さんと事務局の方から説明をい

ただき、我々の質問に対して親切丁寧に答えていただいた。そ

の概要を報告する。

　福岡県東部に位置し、面積44.56㎢、人口約12,900人。自然

豊かな景観を誇る町である。

　中継システムの導入については、議場が３階にあり、平成

１０年、庁舎の改修にあたり、エレベーターの中止を決定。

　傍聴者については、庁舎の１階ロビーに中継システムの導

入を余儀なくした。この町のシステムの特徴としては、インタ

ーネットによる配信中継ではなく、イントラネットにより配信

をしているという点である。

　国の支援事業を平成14年導入。庁舎をはじめ、小中学校、

公民館等の公の施設に配信している。年間の維持費約

6,000,000円かかる。

　町の職員が担当する部署の議案や一般質問等について、業

務中でも、これを見て今後の対応を考えるシステムを取り入れ

ていることも大変重要であり、いいことだと思った。

　次に嬉野市の研修では、市長、議長、広報委員全員、事務

局の方々から香春町同様親切に説明していただいた。

　概要については、佐賀県の南西部に位置し、面積126.51㎢、

人口約29,400人。温泉で知られている。合併前の旧嬉野町時

代から合併後、何度も全国議会広報のコンクールで優秀賞に

選ばれ、多くの広報の視察が訪れるとのこと。

　議会報は年４回発行、部数は10,000部、当委員会は６人、

印刷はオールカラーで年間約1,680,000円。我が由布市は

900,000円である。

　嬉野市の広報の特色は、見出しやタイトルのインパクトが

非常に強いこと。読む方を引きつけるために、ページの半分

ぐらいを見出しやタイトル、または写真で非常に読みやすい。

　我々、由布市広報編集委員会では、議会中の多くを紙面に

取っているが、当委員会では市民の方に必要なものを運び、

抜粋するとのことである。また、主な議案や認定、発議、請

願等について、全議員の採決結果を表で掲載しているという

ことである。このことは市民からも全国の議会の方からも高

い評価を受けているとのこと。

　由布市広報編集委員会として、今回の研修を参考にし、議

会の動きが市民に分かりやすくタイムリーに広報の発行が出

来るよう頑張りたいと思う。

議会広報編集特別委員会の視察研修報告

嬉野市の議会広報誌議会広報編集視察

【議会中継システム／議会広報編集】
＜福岡県香春町、佐賀県嬉野市＞

（日程）平成20年７月３１日～８月１日


